
奈良市男女共同参画課

平成２６年度

　　奈良市男女共同参画計画実施計画進捗状況報告書
　　（平成２５年度実績）



計　画　の　体　系

基本方向 主要課題 施策の方向 基本方向 主要課題 施策の方向

1
1 政策・方針の決定・実施の場への
男女共同参画の推進

１、審議会等委員への女性の登用の促進 3
10 男女共同参画を目指す教育・
学習の促進

１、男女共同参画を目指す保育・学校教
育の推進

２、市の女性職員･教員の管理職への登用の
促進

２、男女共同参画を目指す生涯学習の推
進

３、民間企業や各種団体の管理職への女性の
登用促進

2 女性のキャリア形成支援と人材活
用

１、男女共同参画推進のための女性キャリア
形成支援と人材の活用

２、暴力の発生を許さない環境作り

3 家庭・社会活動等への男女共同
参画の推進・確立

１、地域活動等における男女共同参画の推進
12 女性の健康の増進と福祉の向
上

１、リプロダクティブ・ヘルス/ライツに基づ
いた施策の推進

２、家庭における男女共同参画の推進
２、ライフステージに応じた健康管理の推
進

4 伝統文化、国際交流への男女共
同参画

１、男女平等にかかわる新しい歴史文化の創
造

４、男女共同参画の視点に立った高齢者
等の福祉の充実

2
5 男女共同参画社会を目指す環境
の整備

１、仕事と家庭生活の両立を可能とする支援
施策の充実

13 男女共同参画を目指す意識
変革の促進･浸透

１、固定的な性別役割分担意識をなくす
世論の醸成・浸透

２、男性の育児･介護休業等の取得向上
２、男女共同参画の視点からの慣習･しき
たりの見直し

6 女性の自立・就業継続促進のため
の条件整備

１、女性の自立支援のための相談事業の充実 4 14 庁内推進体制の整備・充実
１、奈良市男女共同参画推進庁内連絡会
議の充実

２、育児・子育て・介護支援施策の充実
２、男女共同参画計画実施計画の進捗状
況調査の実施

３、再就職の機会を広げるための啓発の促進 ３、職員研修の充実

４、ひとり親家庭への自立支援

7 雇用における男女平等の確保 １、女性労働施策の総合的推進・周知徹底 15 地域における環境整備 １、調査･研究、情報収集・提供の充実

２、起業の支援および多様な就業形態の従事
者などへの支援

２、市民参画のための体制の整備

8 女性の職業能力の開発と職業教
育の充実

１、女性の多様な能力開発の推進

９　ワーク・ライフ・バランスの社会全
体への浸透

１、ワーク・ライフ・バランスの考え方の普及・
浸透

１、DV基本計画に基づいた対応
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３、健康作りに関する情報提供と相談窓
口の充実

女
性
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1１ 人権の尊重と女性への暴力
の廃絶



基本方向１　あらゆる分野の政策・方針の決定及び実施の場への男女共同参画の推進　　　

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成2５年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

審議会等の女性委員の登用と委員
選出方法の見直し

公募制の導入や女性委員のいない審議
会をなくすための状況調査を行い、審議
会等の女性委員の登用促進を図る。

30%

平成23年7月現在
委員数1,237人（内女性　322人）26.0％
審議会等数38（内女性０のもの　20）

平成24年4月1日現在
委員数1,058人（内女性　261人）24.7％
審議会等数78（内女性０のもの　21）

平成25年4月1日現在
委員数672人　(内女性　208人）30.3％
審議会等数３７（内女性０のもの　5）
女性委員数０の審議会等の担当課へ、積極的な登用を
薦めた。
＊平成25年度より地方自治法202条の３及び条例に基
づく審議会の数値とする。

A
男女共同参画課
関係各課

審議会等委員の人材情報の提供

女性の人材情報を収集し、各課からの
女性委員候補者の情報提供に努める。

奈良市文書法制課や県で把握している審議会等委員の
選任状況調べや、女性人材情報バンクに登録されている
県内外各分野で活躍されている女性の人材情報を収集
し、各課からの女性委員候補者の情報提供に努めた。

奈良市文書法制課や県で把握している審議会等委員の
選任状況調べや、女性人材情報バンクに登録されている
県内外各分野で活躍されている女性の人材情報を収集
し、各課への女性委員候補者の情報提供に努めた。

奈良市文書法制課や県で把握している審議会等委員の
選任状況調べや、女性人材情報バンクに登録されている
県内外各分野で活躍されている女性の人材情報を収集
し、各課への女性委員候補者の情報提供に努めた。

A 男女共同参画課

企業・団体に対する女性の参画推
進の啓発

女性委員登用に向けて企業・団体への
協力を要請し啓発に取り組む。

未実施 企業に向けた女性人材バンクの周知について、担当課と調
整した。

企業に向けて、女性の登用の啓発及び周知方法を担当
課と調整したが、実施には至っていない。

A 男女共同参画課

女性市職員の管理職への登用促進

男女雇用機会均等法の趣旨に沿って、
女性がその能力を十分に発揮できるよ
う、積極的に職域の拡大や能力開発に
努めるとともに、男性、女性を問わず、個
人の能力や特性が生かし、意欲と能力
を有する有為な人材に活躍の場を与え
るため、管理職昇任試験の受験する機
会を広く設けるなど、女性職員の管理職
への登用の拡充に努める。

10% A 人事課

女性を対象としたリーダー育成研修

自治体経営等の重要政策分野、リー
ダーとしての役割等行政全般にわたり研
修を実施することにより、リーダーとなる
女性に必要な能力の向上を図る。
・市町村アカデミー「ブラッシュアップ女
性リーダー」等の派遣研修の実施（平成
6年度～）

年間　１回

奈良県市町村職員研修センター「キャリアアップセミナー」
研修派遣　２名

奈良県市町村職員研修センター「女性職員エンパワー」研
修派遣　２名
奈良県女性支援課「キャリアアップセミナー」研修派遣　２
名
　　　　　　〃　　　　　「フォローアップセミナー」研修派遣　２
名

奈良県市町村職員研修センター「女性職員エンパワー」
研修派遣　１名
奈良県女性支援課「キャリアアップセミナー」研修派遣
２名
　　　　　　〃　　　　　「フォローアップセミナー」研修派遣
２名

Ａ 人事課

女性教員の管理職への登用

市立学校の校長、教頭への女性教員の
登用を促進する。

女性管理職者数

※教頭は、中学校23人、高校2人

女性管理職者数（平成２４年度）

※中学校２２校中１校は、小学校長兼務
※小学校４７校中１校は、中学校長兼務
※教頭は、中学校23人、高校2人

女性管理職者数（平成２５年度）
※中学校２２校中１校は、小学校長兼務、教頭兼務
※小学校４７校中１校は、中学校長兼務
※教頭は、中学校２３人、高校２人

Ａ
学務課
（平成25年度より
教職員課）

女性の活躍の場を広げるための啓
発

社会のあらゆる場面での女性の活躍の
場を広げるための啓発を図る。

女性輝き講演会（平成24年2月12日、参加者67名）
女性向け講座等の開催（12講座、延べ参加者502名）

女性向け講座等の開催（15講座、延べ参加者953名） 女性向け講座等の開催（15講座、延べ参加者524名）

A 男女共同参画課

女性の登用促進啓発

「労政の手引き」を活用し、事業主等に
啓発を図る。

労働にかかる各種施策等について、市のホームページか
ら情報を発信し啓発を行った。

労働にかかる各種施策等について、市のホームページから
情報を発信し啓発を行った。

労働にかかる各種施策等について、市のホームページか
ら情報を発信し啓発を行った。 A 商工労政課

主要課題　１　政策・方針の決定・実施の場への男女共同参画の推進

１－１
審議会等委
員への女性の
登用の促進

１－２
市の女性職
員・教員の管
理職への登用
の促進

１－３
民間企業や各
種団体の管理
職への女性の
登用促進

・職種別女性職員の在職状況（全部局）　（平成２４年４月１日現在）一般事務職 保育士 土木職 建築職 化学職 医師 薬剤師 保健師 看護師 栄養士 歯科衛生士23年度 295 320 10 4 5 1 4 57 13 2 324年度 314 322 10 5 5 0 4 63 13 2 3理学療法士 心理判定員 獣医師 臨床検査技師 精神保健福祉士 管理栄養士 学芸員 文化財建築 消防士 計23年度 1 2 4 1 4 5 7 0 13 75124年度 1 3 4 1 4 5 7 1 12 779

・職種別女性職員の在職状況（全部局）　（平成２４年４月１日現在）一般事務職 保育士 土木職 建築職 化学職 医師 薬剤師 保健師 看護師 栄養士 歯科衛生士23年度 295 320 10 4 5 1 4 57 13 2 324年度 314 322 10 5 5 0 4 63 13 2 3理学療法士 心理判定員 獣医師 臨床検査技師 精神保健福祉士 管理栄養士 学芸員 文化財建築 消防士 計23年度 1 2 4 1 4 5 7 0 13 75124年度 1 3 4 1 4 5 7 1 12 779

・職位別職員の在職状況（全部局）　　（平成２４年４月１日現在）
職位

年度 女 男 計 女 男 計 女 男 計
23年度 1 20 21 2 41 43 6 161 167
24年度 1 21 22 2 47 49 6 166 172

職位
年度 女 男 計 女 男 計
23年度 35 219 254 76 448 524
24年度 39 216 255 80 441 521

部長級 次長級 課長級

課長補佐級 係長級

・職種別女性職員の在職状況（全部局）　（平成２４年４月１日現在）

一般事
務職

保育士 土木職 建築職 化学職 医師 薬剤師 保健師 看護師 栄養士
歯科衛
生士

23年度 295 320 10 4 5 1 4 57 13 2 3
24年度 314 322 10 5 5 0 4 63 13 2 3

理学療
法士

心理判
定員

獣医師
臨床検
査技師

精神保
健福祉

士

管理栄
養士

学芸員
文化財
建築

消防士 計

23年度 1 2 4 1 4 5 7 0 13 751
24年度 1 3 4 1 4 5 7 1 12 779

 校長 教頭 登用率 小学校（47校） ７ ６ 13.8％ 中学校（22校） １ ３ 8.9％ 高校 （1校） ０ ０ 0.0％   校長 教頭 登用率 小学校（47校） ７ ６ 13.8％ 中学校（22校） １ ３ 8.9％ 高校 （1校） ０ ０ 0.0％  

 校長 教頭 登用率 小学校（47校） ７ ６ 13.8％ 中学校（22校） １ ３ 8.9％ 高校 （1校） ０ ０ 0.0％  

 校長 教頭 登用率 

小学校（47校） ９ ３ 13.0％ 

中学校（22校） ２ ３ 11.3％ 

高校 （1校） ０ ０ 0.0％ 

 

・職種別女性職員の在職状況（全部局）　　　（平成２５年４月１日現在）

薬剤師 保健師 看護師 栄養士

24年度 314 322 10 5 5 4 63 13 2 3

25年度 330 315 11 6 5 5 62 13 2 2

24年度 1 3 4 1 4 5 7 1 12 779

25年度 1 3 4 1 4 5 8 1 11 789

理学療

法士

臨床検

査技師

精神保

健福祉

士

一般事

務職
保育士 土木職 建築職

心理判

定員
獣医師

管理栄

養士

歯科衛

生士

学芸員
文化財

建築
消防士

化学職

計

・職位別職員の在職状況（全部局）　　　（平成２５年４月１日現在）

職位

年度 女 男 計 女 男 計 女 男 計

24年度 1 20 21 2 41 43 6 161 167

25年度 2 22 24 5 46 51 11 158 169

職位

年度 女 男 計 女 男 計

24年度 39 216 255 80 441 521

25年度 44 223 267 94 439 533

部長級 次長級 課長級

課長補佐級 係長級

職位別職員の在職状況（全部局）

女 男 全体 女 男 全体 女 男 全体

平成25年度 2 22 24 5 46 51 11 158 169

平成26年度 3 25 28 2 45 47 16 142 158

部長級 次長級 課長級

（平成２６年４月１日現在）

女 男 全体 女 男 全体

44 223 267 94 439 533

47 203 250 95 365 460

課長補佐級 係長級

職種別女性職員の在職状況（全部局）
一般事

務職
保育士 土木職 建築職 化学職 薬剤師 保健師 看護師 栄養士

歯科衛

生士

平成25年度 330 315 11 6 5 5 62 13 2 2

平成26年度 330 294 12 6 5 7 60 12 1 3
理学療

法士

心理判

定員
獣医師

臨床検

査技師

精神保健福

祉士

管理栄

養士
学芸員

文化財

建築
消防士 計

平成25年度 1 3 4 1 4 5 8 1 11 789

平成26年度 1 3 4 1 4 5 8 1 13 770

（平成２６年４月１日現在）

 校長 教頭 登用率 

小学校（ 47

校） 

８ ６ 15.1％ 

中学校（ 22

校） 

１ １ 4.5％ 

高校 （1校） ０ ０ 0％ 
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基本方向１　あらゆる分野の政策・方針の決定及び実施の場への男女共同参画の推進　　　

主要課題２　女性のキャリア形成支援と人材活用

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

女性団体・グループのネットワーク推
進事業

男女共同参画社会の実現をめざし、女
性団体・グループのネットワークを図り、
情報交換や研修を通じて、女性団体・グ
ループの育成に努める。

なら女性ネットワーク
（総会１回　研修会１回　第12回女性フェスティバルinな
ら）
登録数７団体

なら女性ネットワーク
（総会１回　研修会１回　女性フェスティバルinならファイナ
ル）
登録数６団体

未実施

A 男女共同参画課

男女共同参画週間の啓発

男女共同参画週間（6月23日から29日
までの1週間）にちなみ、啓発事業を行
う。

市役所1階連絡通路において、パネル展示を行って啓発
した。

市役所1階連絡通路において、パネル展示を行って啓発し
た。

市役所1階連絡通路において、パネル展示を行って啓発
した。

A 男女共同参画課

女性のエンパワーメントのための事
業実施

共催事業を通じて女性団体が事業を企
画・立案することにより女性のエンパワー
メントを図る。

あすなら市民講座
・地婦連「いくつになっても輝こう！」
開催日　11月21日
講師　辻イト子氏
参加者　145名
・女性ボランティア交流協会「日本書紀にみる男女の愛と葛藤」
開催日　①平成24年1月25日②平成24年2月8日
講師　宮岡薫氏
参加者　①35名②34名
・なら女性ネットワーク「孫育てに上手に関わるコツ」
開催日　平成24年1月26日
講師　津村薫氏
参加者　31名
・国際ソロプチミストまほろば「絵本といやしのひととき」
開催日　①12月7日②平成24年2月15日
参加者　①11名②13名

あすなら市民講座
・地婦連「メディアと女性」
開催日　12月4日
講師　ＮＨＫ奈良放送局長　泉谷　八千代氏
参加者　72名
・女性ボランティア交流協会「日本書紀にみる男女の愛と葛藤１」
開催日　①平成24年9月26日②平成24年10月10日
講師　宮岡薫氏
参加者　①38名②27名
・女性ボランティア協会「日本書紀にみる男女の愛と葛藤２」
開催日　①平成25年1月30日②平成25年2月13日
講師　宮岡薫氏
参加者　①51名②42名
・なら女性ネットワーク「世界で一冊手作り絵本セミナー」
開催日　平成25年3月9日
講師　山岸　清太郎氏
参加者　11組（26名）

あすなら市民講座
・地婦連「平和と女性」
開催日　平成25年12月3日
講師　歌手・講談師　川本　三栄子氏
参加者　７６名
・女性ボランティア交流協会「日本書紀にみる男女の愛と葛藤」
開催日　①平成２５年１０月１７日②平成２５年１１月２１日
講師　宮岡薫氏
参加者　①４９名　②４９名
・女性ボランティア協会「日本書紀にみる男女の愛と葛藤の道を
歩く」
開催日　平成25年５月２３日
講師　宮岡薫氏
参加者　１８名
・奈良市国際婦人交流協会「台湾女性とジェンダー」
開催日　平成25年９月２８日
講師　奈良女子大学　野村　鮎子氏
参加者　２５名
・奈良市あすなら起業の会やまとなでしこ「願いを叶える脳の作り
方」
開催日　平成25年１０月２６日
講師　脳力研究家　浦谷　裕樹氏
参加者　５５名

A 男女共同参画課

主要課題３　家庭・社会活動等への男女共同参画の推進・確立

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

女性の視点を取り入れた防災計画
の整備

女性の視点を取り入れた防災計画を整
備し、防災及び復旧・復興の体制強化
を推進する。

防災計画を作成する奈良市防災会議において、女性の積
極的な意見や見解を反映させるため、奈良市防災会議条
例の委員定数を４０名から４５名に変更し、改選時期にお
いて女性委員の登用を目指す。
条例施行日　平成２４年４月１日

防災計画を作成する奈良市防災会議において、女性の積
極的な意見や見解を反映させるため、奈良市防災会議条
例の委員定数を４０名から４５名に変更し、５名の女性委員
を新規委嘱した。
条例施行日　平成２４年４月１日

防災計画を作成する奈良市防災会議において、女性や
市民等の意見や見解を反映させるため、奈良市防災会
議条例を一部改正し、また、新たに４名の女性委員を新
規委嘱した。
条例施行日平成25年12月24日（平成25年9月1日から
適用）

A
市民安全課
（平成24年度より
危機管理課）

女性の視点を盛り込んだ防災用品
の整備

災害用備蓄品において、女性の視点か
ら必要とされている品目の整備・充実を
図る。

東日本大震災の救援物資として女性用備蓄品を送付。
今後も今まで同様に女性の視点を考慮しながら備蓄用品
を整備する。

平成２４年度に乳児を対象とした非常食である「非常備蓄
用ミルク」及び「粉ミルク」を備蓄物資として追加整備した。
今後も今まで同様に女性の視点を考慮しながら備蓄用品
を整備する。

平成25年度に乳児を対象とした非常食である「非常備蓄
用ミルク」400セット及び「粉ミルク」400本を備蓄物資とし
て整備した。今後も今までと同様に女性の視点を考慮し
ながら備蓄用品を整備する。

A
市民安全課
（平成24年度より
危機管理課）

２－１
男女共同参
画推進のため
の女性キャリ
ア形成支援と
人材の活用

３－１
地域活動等に
おける男女共
同参画の推進
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基本方向１　あらゆる分野の政策・方針の決定及び実施の場への男女共同参画の推進　　　

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

赤十字奉仕活動

赤十字奉仕活動を通じ、地域での助け
合いや絆の大切さを実践し、地域活動
の活性化を図る。

4月　国立医療所「邑久光明園」施設慰問（佐保川分団）
4月　第54回奈良市地区奉仕団総会
6月　奈良市地区奉仕団基礎研修会
6月　奈良市地区赤十字奉仕団県外研修（和歌山県）
7月　赤十字奉仕団リーダー研修会
 8月　第37回敵・味方供養碑追悼式
9月　2011ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟならｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（雨天中止）
9月　台風12号災害義援金募集活動
10月　奈良市戦没者追悼式
　10月　右京地区防災訓練
12月　NＨＫ海外たすけあい募金活動
12月　施設慰問用鉄火みそづくり及び施設慰問
1月　赤十字の紙芝居作成
3月　奈良市地区赤十字奉仕団県外研修（愛知県）
予算額　　３２０千円
決算額　　３２０千円

4月　国立医療所「邑久光明園」施設慰問（都祁地区分
団）
4月　第55回奈良市地区奉仕団総会
5月　春の交通安全運動市民決起大会
5月　第18回近畿ブロック災害救助訓練
6月　奈良市地区奉仕団基礎研修会
7月　奈良市地区赤十字奉仕団県外研修（大阪府）
7月　赤十字奉仕団リーダー研修
8月　第38回敵・味方供養碑追悼式
9月　2012ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟならｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
9月　秋の交通安全運動市民決起大会
10月　赤い羽根共同募金運動
10月　奈良市戦没者追悼式
12月　NＨＫ海外たすけあい募金活動
12月　ならマラソンボランティア
12月　施設慰問用鉄火みそづくり及び施設慰問
1月　20歳の献血キャンペーン
ほか、各地区分団による分団一日赤十字等、随時開催
予算額　　１，１８５千円
決算額　　１，１８５千円

4月　国立医療所「邑久光明園」施設慰問（都祁地区分
団）
4月　第56回奈良市地区奉仕団総会
4月　春の交通安全県民運動
6月　奈良市地区奉仕団基礎研修会
7月　奈良市地区赤十字奉仕団県外研修（大阪府）
7月　赤十字奉仕団リーダー研修
8月　第39回敵・味方供養碑追悼式
10月　奈良市戦没者追悼式
12月　NＨＫ海外たすけあい募金活動
12月　ならマラソンボランティア
12月　施設慰問用鉄火みそづくり及び施設慰問
1月　20歳の献血キャンペーン
ほか、各地区分団による分団一日赤十字等、随時開催
予算額　　１，１４２千円
決算額　　１，１４２千円

A 地域活動推進課

奈良市スポーツ推進委員

指導者の資質向上を目指し各種研修
会を開催するとともに女性指導員の増
員を図る。（昭和48年度～）

登用率３０％

平成23年度女性登用率　25％
（委員84人中、内女性21人）
現在のスポーツ推進委員の委嘱期間は2年で、次回の改
選は平成24年度からであり登用率に変更はない。

平成２４年度女性登用率　２６.３％
（委員８０人中、内女性２１人）
現在のスポーツ推進委員の委嘱期間は２年で、次回の改
選は平成２６年度からであり登用率に変更はない。

平成２５年度女性登用率　２６．３％
（委員８０人中、内女性２１人）
現在のスポーツ推進委員の委嘱期間は２年で、次回の改
選は平成２６年度からであり登用率に変更はない。

A スポーツ振興課

託児付講座の開催

人権啓発事業の募集要項に託児希望
の事項を入れ、希望者がある場合には
託児所を設置する。（平成11年度～）

ハートフルシアター
　内容 ： 映画「第五福竜丸」上映
　実施日 ： １２月３日（土）
　参加者数 ： 146人
　託児所利用者数 ： 2人
　

ハートフルシアター
　実施日：12月1日（土）
　内容：映画「めぐみ」上映
　参加者数：123人
　託児利用者数：2人

ハートフルシアター
　実施日：12月7日（土）
　内容：映画「ふたたび」上映
　参加者数：100人
　託児利用者数：0人

Ａ 人権政策課

高齢者生きがいづくり事業

高齢者が生きがいを持って、心豊かな
生活を送るための事業を実施する。

各人権文化センターにおいて、高齢者を対象とした事業を
開催した。
・北：2事業　19回　延べ624人
・中：1事業　10回　延べ47人
・東：7事業　62回　延べ804人
・南：3事業　59回　延べ1,043人

各人権文化センターにおいて、高齢者を対象とした事業を
開催した。
・北：2事業　21回　延べ660人
・中：1事業　12回　延べ88人
・東：12事業　78回　延べ1,218人
・南：5事業　80回　延べ1,054人

各人権文化センターにおいて、高齢者を対象とした事業
を開催した。
・北：2事業　20回　延べ681人
・中：1事業　12回　延べ88人
・東：12事業　63回　延べ1,736人
・南：3事業　59回　延べ968人

Ａ 人権文化センター

男性の家事・育児・介護等への参加
促進

男性が固定的な性別役割分担意識にと
らわれず、家事・育児・介護等へスムー
ズに参加できるよう、学習の機会を提供
する。

２講座
・パパとわくわくクッキング！（全1回　参加者2組）
・男性のための料理教室（全3回　延べ参加者52名）

・かがやき講演会
（実施日：平成25年2月23日　演題：「前向きにまるく考え
る」　講師：落語家　林家　花丸氏　参加者：38名）

・お天気キャスター正木明さんに聞いてみよう「楽しいイクメ
ン生活のコツ」
※台風接近のため、中止

２講座
・夏休み！父子で楽しくクッキング（全1回　参加者10組）
・イチから始める男メシ！男の料理教室（全3回　延べ参加
者54名）

２講座
・夏休みの思い出に☆父子（おやこ）クッキング（全１回
参加者１組）
・男の料理教室（全３回　延べ参加者７９名）

・シンポジウム「“イマドキ家族”の子育て～笑ろてるパパマ
マがええやん～」
平成26年2月2日
講師：北京五輪メダリスト　朝原宣治氏他2名
参加者　86名

・映画上映会「ダブルシフト～パパの子育て奮闘記～」
平成25年6月29日　参加者　23名

A 男女共同参画課

生涯学習の充実

固定的性別役割分担意識を解消し、あ
らゆる分野における男女共同参画を推
進する公民館事業を展開する。男女が
多様な生き方の選択ができるよう広く意
識を浸透させる。

開催講座数：64講座
開催回数：354回
予算額：1,544千円
決算額：1,416,4千円

開催講座数：139講座
開催回数：632回
参加者数：延べ16,698人
予算額：2,996千円
決算額：3,016千円

開催講座数：172講座
開催回数：957回
参加者数：延べ26,120人
予算額：3,232千円
決算額：3,252千円

A

地域教育課
（平成25年度より
生涯学習課）

３－１
地域活動等に
おける男女共
同参画の推進

３－２

家庭における
男女共同参
画の推進
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基本方向１　あらゆる分野の政策・方針の決定及び実施の場への男女共同参画の推進　　　

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

家庭教育の充実

学習内容に男女平等観に立った家庭生
活や子どもの養育が行われるよう、家庭
教育の充実を図る。
女性の学習活動の進展と機会の充実を
図り、女性を取り巻く諸問題を考える。
（平成13年度～）

年間１回開
催

奈良市家庭教育講演会「耐えて克つ！心の野球」
実施日：平成24年1月21日
対象：市内在住・在勤の成人
　（主に、小・中学生をもつ保護者）100人
参加者数：88人
託児利用者数：3人
予算額：100千円
決算額：100千円

奈良市家庭教育講演会「食で育む生きる力～台所育児の
すすめ～」
実施日：平成25年3月14日
対象：市内在住・在勤の成人
　（主に、幼児～小学生の保護者）80人
参加者数：65人
予算額：100千円
決算額：100千円

①奈良市家庭教育講演会「ママも子どもも♪笑顔になる
おかたづけ」
　実施日：平成26年1月18日
　対象：市内在住・在勤の成人（主に、3～5歳児の保護
者）50人
　参加者数：47人

②奈良市家庭教育講演会「叱らず、問いかける～子ども
をぐんぐん伸ばす対話力～」
　実施日：平成26年2月16日
　対象：市内在住・在勤の成人100人
　参加者数：76人

予算額：100千円
決算額：100千円

A

地域教育課
（平成25年度より
生涯学習課）

主要課題４　伝統文化、国際交流への男女共同参画

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

外国語ガイドブックの配布

外国籍市民が安心して日常の生活を送
れるよう、市の制度だけでなく、日常必
要な事例も案内する外国人向けガイド
ブックを希望者に配布する。

既存のもので対応 既存のもので対応 既存のもので対応

A
広報広聴課

姉妹都市交流

姉妹都市親善体育大会の派遣受け入
れを通じ、スポーツ交流の事業を推進
し、女性の参加を推進する。

・姉妹都市奈良市・小浜市親善ソフトテニス大会（派遣）
　参加者：22人中、内女性9人
　予算額：300千円
　決算額：300千円
・姉妹都市奈良市・慶州市親善ソフトテニス大会（受入）
　参加者：54人中、内女性23人
　予算額：650千円
　決算額：650千円

・姉妹都市奈良市・小浜市親善剣道大会（受入）
参加者：５０人中、内女性２２人
予算額：１５０千円　　　決算額１５０千円
・姉妹都市奈良市・小浜市親善ソフトボール大会（受入）
参加者：２９人中、内女性１５人
予算額：２５０千円　　　　　決算２５０千円

なし

Ａ スポーツ振興課

海外の情報収集

男女共同参画に関する国際的な動向の
情報収集や図書資料の充実を図る。

男女共同参画関連図書の充実
蔵書数　794冊（内平成２３年度購入分１３冊）

男女共同参画関連図書の充実
蔵書数　809冊（内平成24年度購入分15冊）

男女共同参画関連図書の充実
蔵書数　811冊（内平成25年度購入分2冊） A 男女共同参画課

市民交流事業

国際文化観光都市として、広く海外の諸
都市との活発な親善活動の推進を図る

 
なし

○姉妹都市交流事業
事業名：２０１１慶州世界文化エキスポ「世界ダンスフェス
ティバル」
概　 要：上記事業に参加するとともに、奈良市から公演団
を派遣することで市民交流の輪を広げた。
実施日：９月２５日～１０月２日
参加者：市民公演団

事業名：「２０１１慶州餅と酒のまつり」
概   要：上記事業に参加、奈良ブースを出展し、市民交
流の輪を広げた。
実施日：１０月８日～１０日
参加者：市民団

事業名：「２０１１西安世界園芸博覧会」
概   要：博覧会において奈良県と合同で製作した日本庭
園を出展するとともに、奈良ウィークを開催し日本の伝統
芸能を披露するなどして西安市民との交流を深めた。
実施日：１０月　８日～１４日
参加者：市民公演団

決算額：８,１１０千円

○姉妹都市交流事業
奈良・トレド姉妹都市提携４０周年記念事業
「トレドウィーク」（平成２４年１２月１１日～１６日実施）
「小学生ＷＥＢ会議」（平成２５年２月８日実施）
決算額　314千円

○姉妹都市交流事業
キャンベラ姉妹都市提携２０周年・建市１００周年を記念
して、キャンベラを訪問し日本酒のプロモーション等を行っ
た。
実施日：平成２５年１０月２４日～２９日
決算額：６，３３６千円

Ａ 観光戦略課

４－１
男女平等にか
かわる新しい
歴史文化の創
造

３－２

家庭における
男女共同参
画の推進
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基本方向2　ワーク・ライフ・バランスの推進

主要課題５　男女共同参画社会を目指す環境の整備

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

ワーク・ライフ・バランス庁内
実行計画策定

財政健全化のための職員の定員適正化計画
に伴う人員削減による職員の長時間勤務防止
のための実行計画を策定する。

実行せず。 実行せず。 実行せず。

Ａ 人事課

自殺予防相談事業

わが国の自殺者は、平成１０年以降毎年３万
人を越えて推移している。自殺はいろいろな要
因が重なった上で追い詰められた末の死ととら
え困りごとを早期に発見し解決できるように相
談窓口の充実を図っていく。事業として①精神
保健福祉相談②こころの健康相談③自死遺
族等の相談④相談窓口の周知を実施する。自
死遺族等の相談では、実施しているいのちの電
話協会と協働する。

①年間相談件数：1,148件
②臨床心理士による電話相談35回、面接
相談13回実施
③電話相談43回、つどい10回実施
④自殺対策相談窓口一覧を研修会等通じ
て配布。また携帯用カードを作成し本庁内ト
イレやハローワークに設置。相談窓口につい
てはホームページにも掲載。

精神保健福祉相談の年間相談件数は
1,044件。臨床心理士による電話相談32
回、面接相談11回実施。自死遺族等の相
談については、電話相談50回、つどい12回
実施した。また、相談窓口の周知について
は、自殺対策相談窓口一覧のホームページ
掲載と関係機関への配布依頼を実施。「ここ
ろの体温計」というストレスチェックからサイト
利用者に相談窓口の周知ができるシステム
を10月に導入し、3月末までのアクセス数は
7万件であった。

・こころの健康相談　　毎月第４月曜日午後
１時３０分～午後４時３０分　：１８件
・うつ病専門相談　　　９月･１２月･３月　第２
木曜日午前９時～１２時　：　７件
・こころの健康相談　　第４以外の月曜日午
後１時３０分～４時３０分　　：２０件
・自殺予防市民講演会　平成２５年１０月１２
日午後２時～４時　：４６人
・自殺対策研修会　　　奈良市の管理職職
員　平成２５年１２月２日９時～　：４６０人
・奈良市職員ゲートキーパー研修　平成２６
年１月２１日午後２時～４時　：２１人
・専門職員対象研修会　平成２６年１月２９
日午後２時～４時　：２４人

A 保健予防課

子育て支援企業表彰事業

市内の企業・事業所における従業員の子育て
環境の充実を図り、社会全体で子育てを支援
する機運を高めるため、優良な企業に対し表
彰を行う。（平成23年度～）

年間１企業
決算額　１４９千円

年間１企業
決算額　１３４千円

年間1企業
決算額　134千円

A 商工労政課

育児・介護休業制度の啓発

男性の利用率をアップさせるため、労働環境の
整備や支援体制を充実させ利用できる各種制
度等の周知を図るとともに、抵抗なく利用できる
ような意識の醸成のため、情報提供や相談体
制の充実を図る。

制度の周知・定着を図るため啓発に努めた。 制度の周知・定着を図るため啓発に努めた。 制度の周知・定着を図るため啓発に努めた。

Ａ 人事課

男性の家事・育児・介護等へ
の参加促進（再掲）

男性が固定的な性別役割分担意識にとらわれ
ず、家事・育児・介護等へスムーズに参加でき
るよう、学習の機会を提供する。

２講座
・パパとわくわくクッキング！（全1回　参加者
2組）
・男性のための料理教室（全3回　延べ参加
者52名）

・かがやき講演会
（実施日：平成25年2月23日　演題：「前向
きにまるく考える」　講師：落語家　林家　花
丸氏　参加者：38名）

・お天気キャスター正木明さんに聞いてみよ
う「楽しいイクメン生活のコツ」
※台風接近のため、中止

２講座
・夏休み！父子で楽しくクッキング（全1回
参加者10組）
・イチから始める男メシ！男の料理教室（全3
回　延べ参加者54名）

２講座
・夏休みの思い出に☆父子（おやこ）クッキン
グ（全１回　参加者１組）
・男の料理教室（全３回　延べ参加者７９名）

・シンポジウム「“イマドキ家族”の子育て～笑
ろてるパパママがええやん～」
平成26年2月2日
講師：北京五輪メダリスト　朝原宣治氏他2
名
参加者　86名

・映画上映会「ダブルシフト～パパの子育て
奮闘記～」
平成2５年6月29日　参加者23名

A 男女共同参画課

男性に育児・介護休業等の
情報提供

「労政の手引き」を活用し、育児・介護休業法
等の法制度、解説等で啓発を図る。

労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

A 商工労政課

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

相談事業の実施

人権、社会問題や生活上での不安等に関する
相談に応じ、関係機関や専門相談窓口などへ
の繋ぎとなる役割を果たす。

各人権文化センターにおいて相談事業（随
時）を実施した。

各人権文化センターにおいて相談事業を随
時実施した。

各人権文化センターにおいて、相談事業を
随時実施した。

Ａ 人権文化センター

５－１
仕事と家庭生
活の両立を可
能とする支援
施策の充実

５－２
男性の育児・
介護休業等の
取得向上

主要課題６　女性の自立・就業継続促進のための条件整備

６－１
女性の自立支
援のための相
談事業の充実
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基本方向2　ワーク・ライフ・バランスの推進

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

女性問題相談

女性相談員を配置し、女性の様々な問題の視
点に立ち、相談者の様々な問題解決に向け、
相談を行う。

随時

女性問題相談
・男女共同参画センターあすなら：毎週月・
火・水・金・土曜（午前１０時～１２時・午後１
時～４時）
・西部会館：毎週月・水曜（午前１０時～１２
時・午後１時～４時）

相談員：３人
件数：３，４９５件（女性3,435件　男性60
件）（内DV相談103件）

女性問題相談
男女共同参画センターあすなら：毎週月・
火・水・金・土曜（午前１０時～１２時・午後１
時～４時）
西部会館：毎週月・水曜（午前１０時～１２
時・午後１時～４時）
相談員：３人
件数：３，５８０件（女性３，５１８件　男性６２
件）（内DV相談２００件）

女性問題相談
男女共同参画センターあすなら：毎週月・
火・水・金・土曜（午前１０時～１２時・午後１
時～４時）
西部会館：毎週月・水曜（午前１０時～１２
時・午後１時～４時）
北部会館：毎週木曜（午前１０時～１２時・午
後１時～４時）
相談員３人
件数：3,675件（女性3,536件　男性139件）
（内DV相談146件）

A 男女共同参画課

家庭児童・母子相談

子どもの養育などについての悩みごと、母子家
庭の生活相談に応じ、適切な助言指導を与
え、その解決を図る。

随時

家庭児童相談：2,394件
母子相談：1,238件

家庭児童相談：3,320件
母子相談：1,418件

家庭児童相談：2,259件
母子相談：1,471件 A 子育て相談課

パートタイム労働法等の啓発

「労政の手引き」を活用し、パートタイム労働関
係法令の制度、解説により啓発を行う。また
ホームページ等により相談窓口の紹介など、情
報の提供に努める。

労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。 A 商工労政課

地域包括支援センター事業

高齢者が要介護状態になっても住み慣れた地
域で安心して生活できるように包括的・継続的
な支援を行う。（平成18年度～）

１０法人に対して１１の地域包括支援セン
ターの運営を委託
委託料総額　　２６６，０１４，６１６円

１０法人に対して１１の地域包括支援セン
ターの運営を委託
委託料総額　　２７０，９３９，２８６円

10法人に対して１１の地域包括支援セン
ターの運営を委託
委託料 　２６７，３２３，８３４円 Ａ

介護福祉課
（平成24年度より
長寿福祉課）

認知症サポーターの養成

国の認知症サポーター育成の取り組み「認知
症サポーターキャラバン事業」に基づき、認知
症について理解し、認知症の人やその家族を
温かく見守り、支援する認知症サポーターを育
成する。（平成20年度～）

サポーター養成講座　２９回　延べ１，０６７
人が参加。
啓発物品、教材購入　　４１０，５００円

サポーター養成講座　２２回　延べ６８４人が
参加。
啓発物品、教材購入　　３１，４００円

サポーター養成講座　49回　延べ1470人
が参加。
啓発物品、教材購入　３４，７００円 Ａ

介護福祉課
（平成24年度より
長寿福祉課）

認知症相談

認知症及び若年性認知症に関して、本人や家
族からの相談に応じる。（平成21年度～）

毎週月曜日　10時から15時、市役所玄関ロ
ビー「福祉なんでも相談窓口」で、認知症の
方やその家族の相談を行った。相談者数
延べ　９９人
「認知症の人と家族の会」へ委託料
４７０，０００円

毎週月曜日　10時から15時、市役所玄関ロ
ビー「福祉なんでも相談窓口」で、認知症の
方やその家族の相談を行った。
相談者数　延べ　９９人
「認知症の人と家族の会」へ委託料
４４０，０００円

毎週月曜日　10時から15時、市役所玄関ロ
ビー「福祉なんでも相談窓口」で、認知症の
方やその家族の相談を行った。
相談者数　延べ156人
「認知症の人と家族の会」へ委託料
４３０，０００円

Ａ
介護福祉課
（平成24年度より
長寿福祉課）

地域子育て支援センター

乳幼児とその保護者が集まり、お互いに交流
や、情報交換をしたりする場の提供や、選任指
導員から、子育てに関するアドバイスを受けるこ
ともできる。また、地域に出向いての子育て支
援もしている。（平成16年度～）

設置箇所
数：9

設置箇所数：　6箇所 設置箇所数：　7箇所 設置箇所数：　7箇所

A 子ども育成課

子育てスポットすくすく広場事
業

乳幼児とその保護者が集まり、お互いに交流を
図り、情報交換行い、乳児相談等を行ったり、
高齢者を含め異世代間での交流もできる場で
ある広場事業を、東・西・南・北福祉センターの
一室にて実施している。（平成22年度～）

継続して実
施します

設置箇所数：　4箇所 設置箇所数：　4箇所 設置箇所数：　4箇所

A 子ども育成課

つどいの広場事業

主として乳幼児とその保護者が気軽に集い、打
ち解けた雰囲気の中で語り合い交流を図ったり
育児相談等を行ったりする。（平成19年度～）

設置箇所
数：8

設置箇所数：　5箇所 設置箇所数：　6箇所 設置箇所数：　7箇所

A 子ども育成課

子育てスポット事業

公共施設の空スペースを利用して、月１～２
回、乳幼児と保護者が気軽に集い、交流できる
場を地域に提供し、育児相談や子育て関連情
報の提供、講習会などを実施している。(平成１
９年度～)

設置箇所
数：40

設置箇所数：　25箇所 設置箇所数：　28箇所 設置箇所数：　30箇所

A 子ども育成課

ファミリー・サポート・センター
事業

「育児の援助を受けたい人」と「援助を行いたい
人」を会員登録し、会員相互の有償での援助
活動の連絡調整を行う。（平成16年度～）

設置箇所
数：１

支部の設置
を図ります

会員数：　1,098人 会員数：　1,279人 会員数：　1,498人

A 子ども育成課

６－１
女性の自立支
援のための相
談事業の充実

６－２
育児・子育て・
介護支援施
策の充実
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基本方向2　ワーク・ライフ・バランスの推進

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

子育てサークル運営助成事
業

乳幼児を持つ保護者が集まり、子育てに関す
る学習や情報交換を行う子育てサークルに対
し、子育てサークル活動費補助金を交付する。
（平成17年度～）

継続して実
施します

交付団体数：　33団体 交付団体数：　35団体 交付団体数：　31団体

A 子ども育成課

子育て短期支援事業

児童を養育している家庭の保護者が疾病や仕
事等の事由により、児童の養育が一時的に困
難となった場合に実施する。（平成7年度～） ショートステ

イ事業
受入れ人
数：75人
施設数：5

トワイライト事
業

受入れ人
数：2人

施設数：5

・ショートステイ事業　７日間（２４時間預かり）
　利用日数　211日　　受入れ人数　46人
施設数　5
・トワイライト事業　利用期間６月以内　１４～
２２時の時間帯で１日４時間を限度
　利用日数　 1日　　　　受入れ人数　1人
施設数　5

・ショートステイ事業　７日間（２４時間預かり）
　入所延日数　291日　　依頼延人数　75
人　　施設数　5
・トワイライト事業　利用期間６月以内　１４～
２２時の時間帯で１日４時間を限度
　入所延日数　　 0日　　依頼延人数　  0人
施設数　5

・ショートステイ事業　７日間（２４時間預かり）
　入所延日数　330日　　依頼延人数　78
人　　施設数　6箇所
・トワイライト事業　利用期間６月以内　１４～
２２時の時間帯で１日４時間を限度
　入所延日数　　 0日　　依頼延人数　  0人
施設数　6箇所 A 子ども育成課

子育てサークル交流会(子育
て支援団体交流会）の開催

子育てサークルを運営する代表者を対象とし
てサークル同士のネットワーク作りや情報交換
を行い、その交流を図る。またサークルの会員
を対象として単独のサークルでは実施できない
ような子育て支援に関する講習会を開催する。

開催回数：
6回

子育てサークル交流会
　第1回（7月4日）対象；参加サークル 2団
体 参加人数13人
　第2回（10月7日）対象；参加サークル 1団
体 参加人数20人
　第3回(11月11日）対象；参加サークル 3
団体 参加人数20人
　第4回(1月24日）対象；参加サークル 3団
体 参加人数13人
　第5回(2月3日）対象；参加サークル 3団
体 参加人数37人
　第6回(3月18日）対象；参加サークル 3団
体 参加人65人

地域子育て支援センターが主体となり、サー
クルを含めた地域の子育て支援団体を対象
にした交流会を年間６回開催した。

地域子育て支援センターが主体となり、サー
クルを含めた地域の子育て支援団体を対象
にした交流会を年間７回開催した。

A 子ども育成課

子育て支援アドバイザー事業

地域の子育て経験豊かな市民が乳幼児とその
保護者が集まる場所に出向き、母親のちょっと
した育児の悩みや疑問について聞いてあげたり
一緒に考えてあげて少しでも育児の負担感を
軽減する。（平成18年度～）

派遣回数：
400回

登録者数：　149人
派遣回数：　209回

登録者数：　171人
派遣回数：　419回

登録者数：　136人
派遣回数：　553回

A 子ども育成課

放課後児童健全育成事業

放課後児童の健全育成を図るために小学生を
対象に学童保育を充実させる。 利用児童数

２９５０人/日

42バンビーホームで学童保育を実施。
（利用者数：延べ　３１，０４０人）

42バンビーホームで学童保育を実施。
（利用者児童数：2,625人／日）

月ヶ瀬、柳生、田原、興東の4箇所でバン
ビーホームを開設。46バンビーホームで学童
保育を実施。
（利用児童数：平均2,799人/日）

Ａ
子ども育成課
（平成２４年度より
地域教育課）

放課後児童クラブにおける障
害児の受け入れ推進

放課後に就労等で保育のできない世帯の小学
生を対象に、バンビホームを開設しており、障が
いの程度・内容に応じて指導員の加配をしなが
ら、障害児の受け入れを推進する。

全バンビ
ホーム（４６
箇所）での受
け入れ充実

を図る。

バンビーホームにおける障がい児の受け入れ
３５バンビーホーム、延べ人数 ８８４人。

バンビーホームにおける障がい児の受け入れ
３５バンビーホーム、受け入れた障がい児人
数 69人。

バンビーホームにおける障がい児の受け入れ
39バンビーホームで74人/月

Ａ
子ども育成課
（平成２４年度より
地域教育課）

通常保育事業

保育所において、保護者の労働または疾病な
どにより、保育に欠ける乳児又は幼児を預か
り、保育を行う。 定員:6,500人

公立19園　2,211人
民間24園　3,096人
合計5,307名が入所した。

公立保育所19園　2,261人
私立保育所24園　3,206人
合計5,467人が入所した。

公立保育所19園　2,551人
私立保育所26園　3,571人
合計6,122人が入所した。 A

保育課
（平成25年度より
保育所・幼稚園
課）

延長保育事業

勤労形態の多様化に伴う延長保育の需要に
対応するため、１１時間の保育所開所時間を
越えて保育を行う。

実施園:41
園

民間22園で実施 私立保育所22園で実施 私立保育所23園で実施

A

保育課
（平成25年度より
保育所・幼稚園
課）

一時預かり事業

専業主婦等の育児疲れ解消、急病や断続的
勤務・短時間勤務等の勤務形態の多様化に
伴い育児が断続的に困難となる場合に、一時
的に児童を預かり、保育を行う。

実施園:9園

民間８園で実施 私立保育所8園で実施 私立保育所９園で実施

A

保育課
（平成25年度より
保育所・幼稚園
課）

６－２
育児・子育て・
介護支援施
策の充実
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基本方向2　ワーク・ライフ・バランスの推進

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

病児・病後児保育事業

保育所に通っている児童が病気の回復期で、
保護者の仕事の都合で家庭での保育が困難
な場合に、その児童を預かり、保育を行う。

病児実施
園:2園

病後児実施
園:2園

民間1園で実施 病児保育を私立保育所1園で実施
病後児保育を私立保育所1園で実施

病児保育を市内医療機関２施設で実施
病後児保育を私立保育所２園で実施

A

保育課
（平成25年度より
保育所・幼稚園
課）

休日保育事業

保育所において、日曜・祝日などに保護者の
勤務などで保育に欠ける乳児又は幼児がいる
場合に、その児童を預かり、保育を行う。 実施園:2園

民間２園で実施 私立保育所2園で実施 私立保育所2園で実施

A

保育課
（平成25年度より
保育所・幼稚園
課）

夜間保育事業

保育所において、夜間、保護者の就労などで
保育に欠ける乳児又は幼児がいる場合に、そ
の児童を預かり、保育を行う。 実施園:1園

民間1園で実施 私立保育所1園で実施 私立保育所1園で実施

A

保育課
（平成25年度より
保育所・幼稚園
課）

子育て支援

保育所において、乳幼児の子育てに関する相
談を行う。その他、園庭開放として在所児以外
（０歳児から３歳児）の親子を対象に遊び方を
教えたり、園児との交流を行う。

継続実施

保育所において、保育士による子育て相談
を行った。
公立１９園、民間１０園で園庭開放を実施し
た。

保育所において、保育士による子育て相談
を行った。
公立１９園、民間１１園で園庭開放を行っ
た。

保育所において、保育士による子育て相談
を行った。
公立１９園、民間１１園で園庭開放を行っ
た。

A
保育課
（平成25年度より
こども園推進課）

幼稚園における預かり事業

幼稚園での通常の教育時間外に、希望する園
児を対象に、預かり保育を実施する。

全３８幼稚
園で実施

・全園で実施（各幼稚園の実態に応じた預か
り保育の実施）
・実績３９園中３４園で実施。
・実施日は、年間で最少３日～最大１６０日
・実施のべ人数は、年間で最少９人～最大１
３７５人
・認定こども園では、２４４日、５８８１人の預
かり実施

・実績全３８幼稚園で実施（各幼稚園の実態
に応じた預かり保育の実施）
・認定こども園（２園）では、延べ２４５日、
5,092人の預かり実施
・幼稚園の預かり保育モデル園として富雄
北、大宮（１０月より実施）・富雄第三（１月か
ら実施）の３園による預かり保育の拡充を実
施
　預かり利用者の述べ総数は1,980人

・全園で実施（各園の実態に応じた預かり保
育の実施）
・認定こども園（２園）では、延べ２４３日、７，
６６５人の預かり実施
・幼稚園預かり保育事業として大宮、富雄
北、富雄第三、伏見、大安寺西、六条幼稚
園の６園で本格実施（チケット制）
・預かり保育事業の述べ総数は1,523人

Ａ　 学校教育課

就業のための講座の開催

関係各課と連携しながら講座を実施し、就業に
結びつく技術の取得を図る。

女性のための再就職準備講座（全5回　延
べ参加者10名）

女性のための就職・再就職準備講座エクセ
ル基礎（全３回　延べ参加者９名）

女性のためのパソコン講座エクセル基礎
（全4回　延べ参加者３６名）
ふたりで考えるマネープラン講座（全3回　延
べ13名）

A 男女共同参画課

再就職のための情報提供

ホームページ等により再就職を希望する女性
に対し様々な情報提供を行う。

再就職に向けた講座のお知らせをホーム
ページ、ちらし等で行った。

再就職に向けた講座のお知らせをホーム
ページ、ちらし等で行った。

あすならで実施した女性のための各種セミ
ナー受講者に対し、奈良県女性支援課の実
施事業である「子育て女性就職相談窓口」
のチラシを配布した。

A 男女共同参画課

再雇用制度導入に向けての
啓発

「労政の手引き」を活用し、事業主及び勤労者
のための法制度、解説等で啓発を図る。

労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

A 商工労政課

ひとり親家庭等医療費助成

対象者を「母子家庭」に加え「父子家庭」にも
拡大し、保険診療の自己負担金の１か月の合
計額から定額一部負担金を除いた額を助成し
ている。（平成23年度～） 継続実施

・受給者数
　　　母子家庭　3,049世帯　　7,243人
　　　父子家庭　　　96世帯　　　250人
・予算額　　181,417,000円
・決算額　　179,743,274円

・受給者数（H25.3.31現在）
　　　母子家庭　3,242世帯　　7,737人
　　　父子家庭　　137世帯　　　351人
・助成額
　　　予算額：185,300,000円
　　　決算額：182,478,198円

・受給者数（H26.3.31現在）
　　　母子家庭　3,220世帯　　7,694人
　　　父子家庭　　168世帯　　　427人
・助成額
　　　予算額：189,000,000円
　　　決算額：174,450,363円

A
福祉医療課
（平成24年度より
子ども育成課）

家庭児童・母子相談（再掲）

子どもの養育などについての悩みごと、母子家
庭の生活相談に応じ、適切な助言指導を与
え、その解決を図る。（昭和40年度～）

随時

家庭児童相談：2,394件
母子相談：1,238件

家庭児童相談：3,320件
母子相談：1,418件

家庭児童相談：2,259件
母子相談：1,471件 A 子育て相談課

母子生活支援施設への保護
等

配偶者のない女子、またはこれに準ずる事情
にある女子で児童の福祉に欠ける母子に入所
保護し、生活指導を行い、母子世帯の自立を
促す。

随時

入所世帯：10世帯（26人）
予算額：23,077千円
決算額：22,249千円

入所世帯：10世帯（29人）
予算額：24,077千円
決算額：22,900千円

入所世帯：9世帯（28人）
予算額：24,067千円
決算額：23,999千円

A 子育て相談課

母子福祉団体の育成・指導

母子及び寡婦家庭の自立更正を援助する母
子福祉団体への育成･指導を行う。（昭和25年
度～） 随時

・奈良市梅華会
総会：1回
研修会： 4回
予算額：160千円
決算額：160千円

・奈良市梅華会
総会：1回
研修会：5回
予算額：144千円
決算額：144千円

B
24年度で終了

子育て相談課

６－４
ひとり親家庭
への自立支援

６－２
育児・子育て・
介護支援施
策の充実

６－３
再就職の機会
を広げるため
の啓発の促進
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基本方向2　ワーク・ライフ・バランスの推進

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

母子・寡婦福祉資金貸付

母子家庭及び寡婦の自立の助長と児童の福
祉を増進するため、貸付を行う。（平成14年度
～） 随時

新規貸付：23件
継続貸付：22件
予算額：41,637千円
決算額：19,063千円

新規貸付：27件
継続貸付：24件
予算額：85,000千円
決算額：75,895千円

新規貸付：23件
継続貸付：33件
予算額：29,303千円
決算額：20,659千円

A 子育て相談課

母子家庭等日常生活支援事
業

母子家庭、父子家庭及び寡婦が修学等自立
のため必要な事由や疾病などの事由により、一
時的に生活援助や保育サービスが必要な場
合に家庭生活支援員を派遣する。（平成17年
度～）

随時

利用者数：3名
予算額：500千円
決算額：　75千円

利用者：4名
予算額：500千円
決算額：138千円

利用者：14名
予算額：450千円
決算額：158千円 A 子育て相談課

母子家庭等自立支援教育訓
練給付金事業

就職に向けて職業技能を身に付けるため、市
の指定する教育訓練講座を受講した母子家庭
の母に対し自立支援教育訓練給付金を支給
する。（平成16年度～）

20人

支給者数：3名
予算額：61,672千円
決算額：61,489千円
（母子家庭高等技能訓練促進費事業含む）

支給者数：9名
予算額：420千円
決算額：200千円

支給者数：10名
予算額：400千円
決算額：224千円 A 子育て相談課

母子家庭高等技能訓練促進
費事業

就職に向けて職業技能を身に付けるため、看
護師等の養成機関での修学を希望する母子
家庭の母に対し高等技能訓練促進費を支給
する。（平成16年度～）

３０人

交付者数：42名
予算額：61,672千円
決算額：61,489千円
（母子家庭自立支援教育訓練給付金事業
含む）

支給者数：45名
予算額：63,010千円
決算額：62,130千円

支給者数：41名
予算額：61,827千円
決算額：49,173千円 A 子育て相談課

母子家庭等就業・自立支援
センター事業　（奈良県スマイ
ルセンター）

母子家庭、父子家庭及び寡婦の方を対象に
就業相談、就業支援講習会、就業情報の提
供等の一貫した就業支援サービスを提供す
る。（平成23年度～） 随時

・奈良県スマイルセンター
就業相談：1,451件
就業支援講習会：19名
就業情報提供：724名
母子自立支援プログラム：21名
予算額：4,741千円
決算額：3,794千円

・奈良県スマイルセンター
就業相談：1,063件
就業支援講習会：10名
就業情報提供：883名
母子自立支援プログラム：35名
予算額：4,834千円
決算額：4,271千円

・奈良県スマイルセンター
就業相談：1,332件
就業支援講習会：12名（内修了者10名）
就業情報提供：1,191名
母子自立支援プログラム：50名
予算額：4,803千円
決算額：4,795千円

A 子育て相談課

ひとり親家庭等自立促進計画
の策定及び計画の推進

ひとり親家庭等の生活の安定と向上のため、子
育てや生活の支援、就職支援、養育費の確
保、経済的支援などの施策等の促進計画を策
定し、総合的かつ計画的に推進していく。（平
成２４年度～）

委員会：6回
・奈良市ひとり親家庭等実態調査
対象者：4,349名
（母子家庭3,900世帯、父子家庭133世帯、
寡婦家庭316世帯）
調査基準日：平成23年9月1日
回収数：1,305票、回収率：30％
予算額：2,000千円
決算額：1,979千円

委員会：４回
奈良市母子家庭・父子家庭等自立促進計
画策定
予算額：2,200千円
決算額：2,152千円

推進庁内会議：3回
奈良市母子家庭・父子家庭等自立促進計
画実施計画策定
予算額：0円

A 子育て相談課

公共賃貸住宅における母子
世帯の優先入居制度の活用

市営住宅の空家募集において特定目的住宅
として母子世帯向け住宅枠を設定している。

平成23年度は、母子家庭向けの実績なし 母子世帯向け市営住宅２戸の入居者募集
を行った。
・平成２４年度５月募集　母子世帯向け枠１
戸募集　応募４件
・平成２４年度８月募集　母子世帯向け枠１
戸募集　応募１３件

母子世帯向け市営住宅2戸の入居者募集を
行った。
・平成25年度5月募集　母子世帯向け枠1
戸募集　応募7件
・平成25年度11月募集　母子世帯向け枠1
戸募集　応募9件

A 住宅課

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

女性就業に関する啓発事業

就業継続のためのスキルを身につけるための
講座の開催や啓発事業を実施する。

５講座
・女性のパソコン（ワード）講座（全5回　延べ
参加者39名）
・女性のパソコン（エクセル）講座（全5回　延
べ参加者45名）
・女性のためのプレゼンテーション講座（全12
回　延べ参加者55名）
・女性のための話し方入門講座（全4回　延
べ参加者68名）
・人間関係力アップセミナー（全2回　延べ参
加者22名）

7講座
・女性のための就職・再就職準備講座エクセ
ル基礎（全３回　延べ参加者９名）
・女性のパソコン（エクセル）講座
（全４回　延べ参加者35名）
・女性のためのプレゼンテーション講座（全６
回　延べ参加者5０名）
・女性のためのプレゼンテーション講座夜間
（全６回　延べ参加者４８名）
・女性のための話し方入門講座午前（全4回
延べ参加者７５名）
・女性のための話し方入門講座午後（全4回
延べ参加者４１名）
・人間関係力アップセミナー（全2回　延べ参
加者３８名）

４講座
・女性のためのパソコン（エクセル）講座（全４
回　延べ参加者３６名）
・女性のためのプレゼンテーション講座（全６
回　延べ参加者５８名）・
・女性のための話し方入門講座（午前）（全４
回　延べ参加者５０名）
・女性のための話し方入門講座（午後）（全４
回　延べ参加者３６名）

A 男女共同参画課

７－１
女性労働施
策の総合的推
進・周知徹底

主要課題７　雇用における男女平等の確保

６－４
ひとり親家庭
への自立支援
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基本方向2　ワーク・ライフ・バランスの推進

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

就業条件についての啓発

「労政の手引き」を活用し、事業主及び勤労者
のための制度、解説等で啓発を行う。

・労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

・労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。 A 商工労政課

人権啓発事業主研修開催

奈良市雇用促進連絡協議会と奈良市企業人
権教育推進協議会との共催で事業主対象の
研修会を実施する。

人権啓発事業主研修会
　演題：｢企業におけるストレスとメンタルヘル
ス対策｣
　参加者：市内事業所を対象に１０４名の参
加

人権啓発事業主研修会
　演題：「コミュニケーションスキル研修」
　参加者：市内事業所を対象に１０４名の参
加

人権啓発事業主研修会
　演題：「ＣＳＲと人権」
　参加者：市内事業所を対象に８６名の参加 A 商工労政課

女性起業家への支援
様々な分野での女性起業家に対して起業に関
する相談・セミナーを開催し、支援を行う。

女性のための起業家支援セミナー
（全6回　延べ参加者111名　）

女性のための起業家支援セミナー
（全6回　延べ参加者９８名　）

女性のための起業家支援セミナー
（全６回　延べ参加者１３１名） A 男女共同参画課

就業条件についての啓発（再
掲）

「労政の手引き」を活用し、事業主及び勤労者
のための制度、解説等で啓発を行う。

・労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

・労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

・労働にかかる各種施策等について、市の
ホームページから情報を発信し啓発を行っ
た。

A 商工労政課

職業相談窓口の紹介及び就
業支援情報の提供

ホームページ等により、相談窓口の紹介や就
業支援情報の提供に努める。

・月１回（年間１０回）若年者就労相談（無
料）を実施
・ホームページ等により、相談窓口の紹介
・ハローワークからの求人情報を常備

・月１回（年間８回）若年者就労相談（無料）
を実施
・しごと無料相談会を実施（２回）
・就労マッチング事業（セミナー・バスツアー）
を実施
・ホームページ等により、相談窓口の紹介
・ハローワークからの求人情報を常備

・月１回（年間１２回）若年者就労相談（無
料）を実施
・就労マッチング事業（セミナー・バスツアー）
を実施
・ホームページ等により、相談窓口の紹介
・ハローワークからの求人情報を常備

A 商工労政課

女性農林業従事者の社会参
画の促進・地位向上

女性農林業従事者の社会参画を進めるため、
男性の意識改革を含めた啓発と女性の経済
的基盤の強化と共に、農業協同組合、林業組
合等の女性の活動支援を行う。

奈良市女性林業研究会に出席
総会　　１回
講習会３回

奈良市女性林業研究会に出席
総会　１回
講習会１回

奈良市女性林業研究会に出席
総会　1回
講習会1回 A 農林課

農業者年金の加入促進

農業者の老後生活の安定及び福祉の向上を
図ると共に、農業者の確保に資する目的で農
業者年金の加入促進を図る。（平成7年度～）

農業委員会
広報誌「な
ら農業委員
会だより」

の発行
（8,000部×
２回/年）

・「なら農業委員会だより」（加入促進PR記事
の掲載）市内農家8,000部配布（年2回発
行）
　予算額：　３５４千円
　決算額：　２０６千円

・「なら農業委員会だより」（加入促進ＰＲ記
事の掲載）市内農家８，０００部配布（年２回
発行）
　予算額　：　３２０千円
　決算額　：　２０１千円

・「なら農業委員会だより」（加入促進ＰＲ記
事の掲載）市内農家８，０００部配布（年２回
発行）
　予算額　：　２８６千円
　決算額　：　２７７千円

A 農業委員会事務局

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

女性就業に関する啓発事業
（再掲）

就業継続のためのスキルを身につけるための
講座の開催や啓発事業を実施する。

５講座
・女性のパソコン（ワード）講座（全5回　延べ
参加者39名）
・女性のパソコン（エクセル）講座（全5回　延
べ参加者45名）
・女性のためのプレゼンテーション講座（全12
回　延べ参加者55名）
・女性のための話し方入門講座（全4回　延
べ参加者68名）
・人間関係力アップセミナー（全2回　延べ参
加者22名）

７講座
・女性のための就職・再就職準備講座エクセ
ル基礎（全３回　延べ参加者９名）
・女性のパソコン（エクセル）講座（全４回　延
べ参加者35名）
・女性のためのプレゼンテーション講座（全６
回　延べ参加者5０名）
・女性のためのプレゼンテーション講座夜間
（全６回　延べ参加者４８名）
・女性のための話し方入門講座午前（全4回
延べ参加者７５名）
・女性のための話し方入門講座午後（全4回
延べ参加者４１名）
・人間関係力アップセミナー（全2回　延べ参
加者３８名）

４講座
・女性のためのパソコン（エクセル）講座（全４
回　延べ参加者３６名）
・女性のためのプレゼンテーション講座（全６
回　延べ参加者５８名）
・女性のための話し方入門講座（午前）（全４
回　延べ参加者５０名）
・女性のための話し方入門講座（午後）（全４
回　延べ参加者３６名）

A 男女共同参画課

農林業生産・経営管理能力
の向上

女性農林業従事者が意欲を持って農林業に
主体的に参画できるよう、農林業生産や経営
管理能力の向上を目指した学習機会の提供
や環境作りを行う。

奈良市女性林業研究会に出席
研究会　　１回
北和農村生活グループ協議会総会・研修会
等に参加

奈良市女性林業研究会に出席
研究会　　１回
北和農村生活グループ協議会総会・研修会
等に参加

奈良市女性林業研究会に出席
研究会　1回
北和農村生活グループ協議会総会・研修会
等に参加

A 農林課

７－１
女性労働施
策の総合的推
進・周知徹底

７－２
起業の支援お
よび多様な就
業形態の従事
者などへの支
援

主要課題８　女性の職業能力の開発と職業教育の充実

８－１
女性の多様な
能力開発の推
進
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基本方向2　ワーク・ライフ・バランスの推進

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

交替制勤務における女性職
員の職域拡大を図る。

女性救急救命士を養成し、交替制勤務におけ
る職域拡大を推進する。（消防局では平成１８
年より女性の交替制勤務始まる２３年５月女性
救急救命士誕生）

・救急救命士養成課程を受講した女性職員
１名
・救急救命士資格を取得した女性職員　２
名

・救急救命士資格取得した女性職員１名、
・女性職員の救急救命士合計３名
・交替制勤務従事者３名

・女性職員の救急救命士合計３名
・交代制勤務従事者３名
・西消防署に女性仮眠室を新設 Ａ 消防局総務課

交替制勤務における女性職
員の職域拡大を図る。

救急自動車を含む消防車両の機関勤務員資
格について、女性の資格者を育成し職域拡大
を推進する。（平成２０年４月１日女性機関員

誕生）

・平成２３年度に２級機関勤務員資格を取得
した女性職員　４名
・２級機関勤務員有資格女性職員（平成２４
年３月３１日現在）８名

２級機関勤務員有資格者女性職員７名 ・２級機関勤務員有資格者女性職員８名

Ａ 消防局総務課

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

９－１
ワーク・ライフ・
バランスの考
え方の普及・
浸透

講演会・研修会の実施

職場や家庭や地域において、多様な生き方が
できるようになるワーク・ライフ・バランスを推進
する意識の醸成を図る。（２３年度～）

・ワークライフバランス講演会
（実施日：12月3日　講師：佐々木常夫氏
参加者：103名）

・テキパキ仕事術で自分の時間を創ろう！
段取り力アップ講座
（実施日：2月16日　　参加者：38名）

・シンポジウム``イマドキ家族``の子育て～笑
ろてるパパママがええやん～
（実施日：平成２６年２月２日　講師：北京五
輪メダリスト　朝原　宣治氏他２名　参加者：
８６名）

A 男女共同参画課

主要課題９　ワーク・ライフ・バランスの社会全体への浸透

８－１
女性の多様な
能力開発の推
進
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基本方向３　人権の尊重と男女共同参画への意識改革

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

保育内容の充実

子どもの人権を十分配慮し、多様な保育
ニーズ及び子育て支援等のサービスに対
応するため、保育所に勤務する職員を対
象に研修を実施し、資質向上を図る。 継続実施

すべての就学前の子どもに質の高い教育、保育を提
供し小学校への円滑な接続を図ることを目的に「保
育園職員研修会」を開催した。
予算額：2,492,000円
決算額：1,440,000円

すべての就学前の子どもに質の高い教育、保育を提
供し、小学校への円滑な接続を図ることを目的に「保
育園職員研修会」を開催した。
予算額：2,536,000円
決算額：1,643,000円

すべての就学前の子どもに質の高い教育、保育を提
供し、小学校への円滑な接続を図ることを目的に「保
育園職員研修会」を開催した。
予算額：2,391,000円
決算額：1,436,000円

A
保育課
（平成25年度より
こども園推進課）

幼稚園の子育て相談機能
の充実

子育ての悩みや相談を、現職教員や教
職経験者などが、在園児保護者や在園
児以外の保護者を対象に行う。 全３８幼稚園

で実施

・在園児保護者に、月１回程度の保育参観や学級
懇談、個人懇談においての子育て相談の実施
・各園における実態に応じて、学識経験者による子
育ての内容による講演会の実施（３９園中数園）

・在園児保護者に、月１回程度の保育参観や学級懇
談、個人懇談においての子育て相談の実施
・各園における実態に応じて、学識経験者による子育
ての内容による講演会の実施（３９園中数園）

・在園児保護者に、月１回程度の保育参観や学級懇
談、個人懇談においての子育て相談実施
・各園の実態に応じて、学識経験者による子育て内容
の講演会の実施（全園中数園）

A
学校教育課
（平成25年度より
こども園推進課）

中学生の乳幼児ふれあい
体験の充実

結婚や子育てに関する肯定的な感情を
育てるため、中学生が幼稚園や保育園の
乳幼児と触れ合う体験を通して、乳幼児
の生活に関心を持ち、子どもや家庭の大
切さを理解してもらう。

全２２校で実
施

・22校中２１校で実施
・職場体験学習の一貫として実施
・主に中２で実施のため、新設の富雄第三中学校は
実施していないが、平成２４年度は実施予定

・全２２校で職場体験学習の一貫として実施 ・全２２校で職場体験学習に一環として実施

A 学校教育課

指導方法の研修・研究の
充実

男女共同参画の理念もふまえて、各教科
や領域の中で学習指導を展開して行う。 小学校４７校

中学校２２校
高等学校１校
で実施

・各教科や領域の中で、学習内容や方法に工夫を
加えながら学習指導を進めた。

・各教科や領域の中で、学習内容や方法に工夫を加
えながら学習指導を進めた。

・各教科や領域の中で、学習内容や方法に工夫を加
えながら学習指導を進めた。

A 学校教育課

人権学習教材資料の作
成

あらゆる人権問題を解決するために、幼
児・児童生徒用の発達段階を考慮した人
権学習教材を作成し活用を図る。

幼稚園全教
員に配布

｢みんななかま｣を作成
幼稚園全教員に配付
作成部数３００

｢みんななかま｣を作成
幼稚園全教員に配付
作成部数３００

・幼児用｢みんななかま｣を作成し幼稚園・保育園の各
学級数を配付。作成部数５００。
・児童生徒用「よりそい高め合う学習を」を作成し全小
中学校教員に配布。作成部数２１００。

A 学校教育課

管理職研修の充実

校園長及び教頭を対象とした研修で、男
女共同参画による学校運営についての意
識化を図る。

講座数：１３講座 講座数：12講座 講座数：11講座

A 教育支援課

教職員研修の充実

教職員を対象とした研修で、男女共同参
画による学校運営についての意識化を図
る。

講座数：319講座 講座数：284講座 講座数：２４７講座

A 教育支援課

特別支援教育相談事業

教育センターを核とした教育相談を充実さ
せ、特別な支援を必要とする子どもたちや
保護者の相談や指導、発達検査等を実
施する。

相談件数　　　６６０件
賃金
予算　　　６,２４８千円
決算　　　５,８００千円

特別支援教育についての来所相談件数　1211件
教育相談員4名
相談の中で障がい特性に応じた家庭での支援方法
や男女共同での子育てについての助言を行っている

特別支援教育についての来所相談件数１１１７件
教育相談員4名
特別な支援を必要とする子どもたちや保護者・教員の
相談や訪問観察・発達検査を行う中で障がい特性に
応じた家庭・園・学校での支援法や、子育てについて
の助言を行っている。

A 教育相談課

地域における男女共同参
画の推進事業

奈良市人権教育推進協議会の活動を通
じて地域における男女共同参画の推進を
図る。（昭和48年度～）

地区別研修会　52地区　参加者数 2,521人
ぶらり散歩（人権ゆかりの地巡り）　18地区　参加者
数 602人
指導者講座　5回　参加者数 321人

【地区別研修会】38地区　参加者数：1,138人
【ぶらり散歩】15地区　参加者数：327人
【指導者講座】4回　参加者数：262人

【地区別研修会】４０地区　参加者数：１，２４７人
【ぶらり散歩】１８地区　参加者数：４３４人
【指導者講座】４回　参加者数：１９８人 Ａ 人権政策課

高齢者生きがいづくり事業
（再掲）

高齢者が生きがいを持って、心豊かな生
活を送るための事業を実施する。

各人権文化センターにおいて、高齢者を対象とした
事業を開催した。
・北：2事業　19回　延べ624人
・中：1事業　10回　延べ47人
・東：7事業　62回　延べ804人
・南：3事業　59回　延べ1,043人

各人権文化センターにおいて、高齢者を対象とした
事業を開催した。
・北：2事業　21回　延べ660人
・中：1事業　12回　延べ88人
・東：12事業　78回　延べ1,218人
・南：5事業　80回　延べ1,054人

各人権文化センターにおいて、高齢者を対象とした事
業を開催した。
・北：2事業　20回　延べ681人
・中：1事業　12回　延べ88人
・東：12事業　63回　延べ1,736人
・南：3事業　59回　延べ968人

Ａ 人権文化センター

女性学級

女性の社会参加が急速に進む中、女性
の自主的な学習意欲に基づき豊かな人
間性を培い、社会人としてその資質や能
力を向上させる学習機会を提供する。

各人権文化センターにおいて、女性を対象とした事
業を開催した。
・中：1事業　18回　延べ127人
・東：2事業　16回　延べ241人

各人権文化センターにおいて、女性を対象とした事
業を開催した。
・中：1事業　16回　延べ84人
・東：2事業　11回　延べ205人

各人権文化センターにおいて、女性を対象とした事業
を開催した。
・中：1事業　16回　延べ84人
・東：2事業　18回　延べ230人 Ａ 人権文化センター

主要課題１０　男女共同参画を目指す教育・学習の促進

１０－１
男女共同参
画を目指す
保育・学校教
育の推進

１０－２
男女共同参
画を目指す
生涯学習の
推進
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基本方向３　人権の尊重と男女共同参画への意識改革

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

講座・教室の開催

講座や教室を開催し、その中で男女共同
参画を目指す生涯学習を推進する。

各人権文化センターにおいて、各種教室・講座を開
催した。
・北：5講座　41回　延べ1,117人
・中：4講座　35回　延べ112人
・東：8講座　110回　延べ1,116人
・南：2講座　26回　延べ157人

各人権文化センターにおいて、各種教室・講座を開
催した。
・北：9講座　98回　延べ2,213人
・中：4講座　12回　延べ82人
・東：5講座　28回　延べ435人
・南：2講座　27回　延べ135人

各人権文化センターにおいて、各種教室・講座を開催
した。
・北：9講座　98回　延べ2,157人
・中：4講座　12回　延べ82人
・東：5講座　28回　延べ471人
・南：1講座　24回　延べ119人

Ａ 人権文化センター

保育内容の充実（再掲）

子どもの人権を十分配慮し、多様な保育
ニーズ及び子育て支援等のサービスに対
応するため、保育所に勤務する職員を対
象に研修を実施し、資質向上を図る。 継続実施

すべての就学前の子どもに質の高い教育、保育を提
供し小学校への円滑な接続を図ることを目的に「保
育園職員研修会」を開催した。
予算額：2,492,000円
決算額：1,440,000円

すべての就学前の子どもに質の高い教育、保育を提
供し、小学校への円滑な接続を図ることを目的に「保
育園職員研修会」を開催した。
予算額：2,536,000円
決算額：1,643,000円

すべての就学前の子どもに質の高い教育、保育を提
供し、小学校への円滑な接続を図ることを目的に「保
育園職員研修会」を開催した。
予算額：2,391,000円
決算額：1,436,000円

A
保育課
（平成25年度より
こども園推進課）

生涯学習の充実（再掲）

固定的性別役割分担意識を解消し、あら
ゆる分野における男女共同参画を推進す
る公民館事業を展開する。男女が多様な
生き方の選択ができるよう広く意識を浸透
させる。

開催講座数：64講座
開催回数：354回
予算額：1,544千円
決算額：1,416,4千円

開催講座数：139講座
開催回数：632回
参加者数：延べ16,698人
予算額：2,996千円
決算額：3,016千円

開催講座数：172講座
開催回数：957回
参加者数：延べ26,120人
予算額：3,232千円
決算額：3,252千円

A
地域教育課
（平成25年度より
生涯学習課）

家庭教育の充実（再掲）

学習内容に男女平等観に立った家庭生
活や子どもの養育が行われるよう、家庭
教育の充実を図る。
女性の学習活動の進展と機会の充実を
図り、女性を取り巻く諸問題を考える。（平
成13年度～）

年間１回開催

奈良市家庭教育講演会「耐えて克つ！心の野球」
実施日：平成24年1月21日
対象：市内在住・在勤の成人
　（主に、小・中学生をもつ保護者）100人
参加者数：88人
託児利用者数：3人
予算額：100千円
決算額：100千円

奈良市家庭教育講演会「食で育む生きる力～台所
育児のすすめ～」
実施日：平成25年3月14日
対象：市内在住・在勤の成人
　（主に、幼児～小学生の保護者）80人
参加者数：65人
予算額：100千円
決算額：100千円

①奈良市家庭教育講演会「ママも子どもも♪笑顔にな
るおかたづけ」
実施日：平成26年1月18日
対象：市内在住・在勤の成人（主に、3～5歳児の保護
者）50人
参加者数：47人
②奈良市家庭教育講演会「叱らず、問いかける～子
どもをぐんぐん伸ばす対話力～」
実施日：平成26年2月16日
対象：市内在住・在勤の成人100人
参加者数：76人
予算額：100千円
決算額：100千円

A
地域教育課
（平成25年度より
生涯学習課）

図書資料貸出

図書館資料を充実し、閲覧及び貸出に供
する。

・事業の推進にかかる図書資料を充実し、男女年齢
を問わず幅広い利用者の閲覧及び貸出があった。

・事業の推進にかかる図書資料を充実し、男女年齢
を問わず幅広い利用者の閲覧及び貸出があった。

・事業の推進にかかる図書資料を充実し、男女年齢を
問わず幅広い利用者の閲覧及び貸出があった。 Ａ

中央・西部・北部
図書館

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

１１－１
ＤＶ基本計画
に基づいた
対応

ＤＶ対策の充実

「DV基本計画」に基づく被害者支援に取り
組む
＊別冊で管理

＊別冊で管理 ＊別冊で管理 ＊別冊で管理

A
男女共同参画課
関係各課

セクシュアル・ハラスメント
に対する社会の認識を深
めるための啓発活動及び
防止対策の推進

「職場におけるセクシュアル・ハラスメントの
防止に関する指針」に基づきセクシュア
ル・ハラスメントの防止とその啓発を図ると
ともに、発生した事案に対しては適切に対
処する体制の整備・充実に努める。

指針に基づき啓発を図るとともに、発生した事案に
対して事実関係の把握を行い適切に対処した。

指針に基づき啓発を図るとともに、発生した事案に対
して事実関係の把握を行い適切に対処した。

指針に基づき啓発を図るとともに、発生した事案に対し
て事実関係の把握を行い適切に対処した。

Ａ 人事課

犯罪被害者支援センター
支援事業

犯罪被害者支援ネットワークに加盟し、犯
罪被害者支援センターを支援する。

犯罪被害者支援ネットワーク性被害者支援専門部
会参加　１回

犯罪被害者支援ネットワーク性被害者支援専門部
会に参加

犯罪被害者支援ネットワーク性被害者支援専門部会
に参加した。
日時：１１月８日（金）午後２時から午後５時まで
場所：奈良県警察本部４階第一会議室
内容：「性暴力被害者を理解するために」　メンタルカ
ウンセラー　柳谷　和美　氏

Ａ 人権政策課

暴力の発生を許さない環
境づくりの啓発

身近にある全ての暴力に対して許さないと
いう意識作りのための啓発を図る。

職員向けＤＶ研修（3回実施　参加者438名）
ＤＶ・デートＤＶ啓発リーフレット（30,000部）および
カード（20,000部）の作成・配布
ＤＶに悩む男性のための１日電話相談（11月12日
実施）

職員向けＤＶ研修（４回実施　参加者772名）
ＤＶ啓発ポスターを作成して、ＤＶ週間において啓
発。
男性のための１日電話相談（ＤＶなど）（11月17日実
施）

職員向けＤＶ研修（２回実施　参加者３８１名）

A 男女共同参画課

１０－２
男女共同参
画を目指す
生涯学習の
推進

１１－２
暴力の発生
を許さない環
境づくり

主要課題１1 人権の尊重と女性への暴力の廃絶
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基本方向３　人権の尊重と男女共同参画への意識改革

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

相談窓口の周知

相談窓口や相談機関等について、市民へ
の周知に努める。

女性問題相談室リーフレット（9,000部）、ＤＶ・デート
ＤＶ啓発リーフレット（30,000部）およびカード
（20,000部）の作成・配布

女性問題相談室ポスターの作成・配布
（配布先：生涯学習センター、西部公民館、ファミリー
サポートセンター、都祁行政センター、本庁あすなら
コーナー）

英語版DVリーフレットを作成し、関係機関に配布
3,000部

A 男女共同参画課

高齢者虐待相談

高齢者虐待に関する相談や介護ストレス
を抱え悩んでいる家族に対して相談に応
じる。

地域包括支援センターにおいて、虐待が疑われる
ケースについては、他機関とも連携しながら家族へ
の支援や相談を行った。

地域包括支援センターにおいて、虐待が疑われる
ケースについては、他機関とも連携しながら家族への
支援や相談を行った。

地域包括支援センターにおいて、虐待が疑われる
ケースについては、他機関とも連携しながら家族への
支援や相談を行った。 Ａ

介護福祉課
（平成24年度より
長寿福祉課）

人権啓発事業主研修開
催（再掲）

奈良市雇用促進連絡協議会と奈良市企
業人権教育推進協議会との共催で事業
主対象の研修会を実施する。

人権啓発事業主研修会
　演題：｢企業におけるストレスとメンタルヘルス対策｣
　参加者：市内事業所を対象に１０４名の参加

人権啓発事業主研修会
　演題：「コミュニケーションスキル研修」
　参加者：市内事業所を対象に１０４名の参加

人権啓発事業主研修会
　演題：「ＣＳＲと人権」
　参加者：市内事業所を対象に８６名の参加 A 商工労政課

相談業務（窓口）の啓発と
充実

児童・生徒に対するいろいろな悩みに答え
るための相談業務（窓口）の啓発と相談体
制の充実（女性相談員の配置等）を図る
とともに、関係機関と連携してその効果的
な対応と解決を図る。

平成２３年度の相談実績７８０件
うち数件は「女性の相談員はいらっしゃいますか」と
尋ねられ、学校教育課内ではあるが他の係の指導
主事に相談を受けてもらったことがあった。
(平成24年度は係に女性相談員を配置、対応してい
る。)

平成２4年度の相談実績６１７件
(平成24年度より配置された女性指導主事により、女
性の相談者への対応や女性の視点での助言や指導
を行っている。)

平成２5年度の相談実績 ６３１件
(平成24年度より配置された女性指導主事による、女
性の視点での助言や指導が効果をあげている。)

A 学校教育課

街頭指導活動の強化

各中学校区において少年指導委員等に
よる街頭指導を実施し、青少年の行動実
態把握に努め、問題行動に関わる青少年
に対し、学校及び関係機関と連携して指
導を行う。

街頭指導
実施回数
１２００回

奈良市教育委員会が委嘱する少年指導委員の半
数以上が女性指導員であり、子どもの安全･安心を
守るための活動や青少年の健全育成のための活動
に参加・活躍している。
　１，１１９回

奈良市教育委員会が委嘱する少年指導委員の半数
以上が女性指導員であり、子どもの安全･安心を守る
ための活動や青少年の健全育成のための活動に参
加・活躍している。
　１，１１0回

奈良市教育委員会が委嘱する少年指導委員の半数
以上が女性指導員であり、子どもの安全･安心を守る
ための活動や青少年の健全育成のための活動に参
加・活躍している。
　１，０７７回

A 学校教育課

有害環境への立入調査及
び指導

警察との連携・協力の下に青少年に有害
な図書やビデオ等を販売する店舗に対
し、販売の自主規制や展示場所の適正化
を求めるため、立入調査指導を実施す
る。

店舗立ち入り
調査　実施回
数２回　店舗
数２０店

少数であるが、女性が活動に参加することで、女性
の目線からの店舗の課題を浮き彫りにすることがで
きる。
１回　９店

少数であるが、女性が店舗への立ち入り調査に参加
することで、女性の視点からみえるの店舗の課題等を
指摘することができた。
　調査実施回数　１回　/　調査実施店舗数　8店

女性を含めた担当者が有害環境があると思われる店
舗への立ち入り調査に参加することで、女性の視点か
らみえるの店舗の課題等を指摘。立ち入り調査の結果
を地域に還元できた。
　調査実施回数　１回　/　調査実施店舗数　8店

A 学校教育課

主要課題１２　女性の健康の増進と福祉の向上

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

講演会・研修会の実施

講演会・研修会を開催し、リプロダクティ
ブ・ヘルス／ライツの概念の普及・浸透を
図る。

講座「身体の中からキレイになろう！」
①「更年期」イキイキ過ごし、楽々乗り切る更年期！
②「性感染症・子宮頸がん・乳がん」検診で自分の
身体を守ろう！
（各全３回　延べ参加者２９名）

・母娘で学ぶ子宮頸がん＆健康ストレッチセミナー（全１回
参加者２３名）
・女性の健康とホルモンバランス＆健口講座（全１回　参加
者１８名）

市公式HP内にリプロダクティブ・ヘルス/ライツのページ
を新たに作成し、市関係機関で実施しているリプロに関
する実施事業等の掲載を行った。
2講座
・骨盤矯正ヨガ講座　3回実施　延べ参加者　56名
・リフレッシュヨガ　3回実施　延べ参加者　７９名

A 男女共同参画課

１２－１
リプロダクティ
ブ・ヘルス／
ライツに基づ
いた施策の
推進

１１－２
暴力の発生
を許さない環
境づくり
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基本方向３　人権の尊重と男女共同参画への意識改革

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

エイズ対策推進事業

わが国におけるＨＩＶ感染者、エイズ患者は
増加傾向であり、積極的な予防啓発活動
が重要である。特に若年層への重点的な
普及活動が必要である。また、感染を知
るために、ＨＩＶ抗体検査を受けて早期発
見をすることが治療効果があり、二次感染
を予防する。（平成14年度～）

・即日HIV抗体検査
第1・2・3月曜日：279名
休日：25名（再掲）
・エイズ相談
電話：13件、来所：279件
・エイズ研修会
①教育実習生17名
②大学祭実行委員70名
・文化祭でのエイズコーナー
①帝塚山大学約100名
②県立平城高校61名
③県立高円高校70名
・啓発活動
①HIV検査普及週間に関わるポスター・パンフレットの配布
配布先：高校・大学・専修学校等71か所
街頭キャンペーン：JR奈良駅にて啓発グッズ等配布300
個
②世界エイズデーに関わるポスター・パンフレットの配布
配布先：医療機関・助産所・薬局・中・高等学校・大学・専
修学校等430か所
街頭キャンペーン：JR奈良駅にて啓発グッズ等配布300
個
③パネル展示
場所：奈良市役所、パンフレット配布約100部

・即日HIV抗体検査第1・2・3月曜日：291名、休日・
夜間：35名（再掲）
・エイズ相談電話：18件、
・エイズ研修会①教育実習生11名②大学祭実行委
員約100名
・文化祭でのエイズコーナー①県立平城高校100名
②県立高円高校80名③県立西の京高校3年生100
名
・啓発活動①HIV検査普及週間に関わるポスター・パ
ンフレットの配布配布先：高校・大学・専修学校等
408か所、保健所周辺店舗12店舗②世界エイズ
デーに関わるポスター・パンフレットの配布。配布先：
医療機関・助産所・薬局・中・高等学校・大学・専修
学校等408か所、保健所周辺店舗12店舗③パネル
展示場所：奈良市役所、パンフレット配布約100部
④保健所のエイズ教育の取組に関する冊子の配布
県立高校6カ所

・即日HIV抗体検査第1・2・3月曜日：３１２名、休日・
夜間：４０名（再掲）
・エイズ相談電話：９件、
・エイズ研修会①教育実習生１５名
・文化祭でのエイズコーナー①県立平城高校約100名
②県立高円高校約80名③県立西の京高校３２０名、
県立朱雀高校約100名
・啓発活動①HIV検査普及週間に関わるポスター・パ
ンフレットの配布配布先：高校・大学・専修学校等４１２
か所、保健所周辺店舗１１店舗②世界エイズデーに
関わるポスター・パンフレットの配布。配布先：医療機
関・助産所・薬局・中・高等学校・大学・専修学校等４
１２か所、保健所周辺店舗１１店舗③パネル展示場
所：奈良市役所、パンフレット配布約100部

A 保健予防課



性に関する学習指導の充
実

理科教育や保健教育担当者の研修を推
進し、各学校における性教育の充実を図
る。

小・中・高
平均合計授
業数　35

・小学校・中学校・高等学校における性に関す
る授業時間数
 
　 　　　　　　　　小学校　　　　 中学校
高等学校
　２時間未満 　　　　0　　　　　　　 0
0
　２時間以上　　　　 0　　　　　　　 6
0
　５時間以上　　　　 4 　　　　　　　9
1
１０時間以上　　　　 18  　　　　　　7
0
２０時間以上　　　　 12 　　　　　　 0
0
３０時間以上 　　　　12 　　　　　 　0
0
４０時間以上 　　　　1　　　　　 　　0
0
５０時間以上 　　　　0　　　　　　　 0
0
合　　　　計　 　　　47              22
1

・小学校・中学校・高等学校における性に
関する授業時間数

A 保健給食課

頭部ＭＲＩ検査助成

国民健康保険の被保険者の健康管理対
策として、４０歳から７４歳の人で特定健康
検査を受診した人のうち、希望者に対して
頭部ＭＲＩ検査の助成をする。

７２１人（男２９１人　女４３０人） １,０１９人（男４１１人　　女６０８人） ７１７人（男３１５人　　女４０２人）

A 国保年金課

乳児家庭全戸訪問(こんに
ちは赤ちゃん)　　事業

助産師等の訪問員が生後4カ月未満の乳
児を育てる家庭を訪問（原則一回）し、出
産後の母親が直面する様々な不安や悩
みを傾聴し、子育てに関する情報提供を
行う。（平成２２年度～）

可能な限り対
象家庭を全戸
訪問

家庭訪問数：1,909件
　予算額：5,600千円
　決算額：5,558千円

家庭訪問数：1,942件
　予算額：6,800千円
　決算額：5,881千円

家庭訪問数：1,737件
　予算額：7,400千円
　決算額：5,871千円

A 子育て相談課

養育支援訪問事業

こんにちは赤ちゃん訪問の後も、継続して
養育に関する相談・助言が必要な家庭に
は、保健師等の支援員が家庭訪問を行
う。（平成２２年度～）

随時

対象家庭数：11件
延訪問回数：87回
　予算額：700千円
　決算額：393千円

対象家庭数：5件
延べ訪問回数：93回
　予算額：700千円
　決算額：417千円

対象家庭数：21件
延べ訪問回数：98回
　予算額：660千円
　決算額：231千円

A 子育て相談課

１２－１
リプロダクティ
ブ・ヘルス／
ライツに基づ
いた施策の
推進

１２－２
ライフステー
ジに応じた健
康管理の推
進

・小学校・中学校・高等学校における性に関 

する授業時間数 

  小学校 中学校 高等学校 

 ２時間未満 0 0 0 

 ２時間以上 2 6 0 

 ５時間以上 3 7 1 

１０時間以上 20 7 0 

２０時間以上 14 1 0 

３０時間以上 6 0 0 

４０時間以上 2 0 0 

５０時間以上 0 0 0 

合      計 47 21 1 
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基本方向３　人権の尊重と男女共同参画への意識改革

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

母親教室

妊娠１６週以降の初妊婦に、１回目は夫
婦等で参加してもらい、妊娠・出産・育児
についての講義、２回目は歯科健診･歯と
栄養についての講義など正しい知識の普
及を図る。（昭和63年度～）

年間12回（3
日間で1コー
ス）
妊婦
延９００人
夫３００人

・年間13回(2日間で1コース)
　受講者数：妊婦延　　　５１６人
　　　　　　　　夫　　　 　  ２３５人
　　　　　　　祖父母等　　　２５人
※奈良県親支援プロジェクトのモデル事業を10月に
実施
　予算額：４２３千円
　決算額：４３１千円

年間１２回（２日間コースで１コースを１回・３日間で１
コースを１１回実施）
受講者数：（妊婦延）６６９人・（夫）２２２人・祖父母等
１３人
＊奈良県親支援プロジェクトプログラムを取り入た内
容で実施
予算額：４２３千円
決算額：５０８円

・健康教育
実施回数：１３２回
参加者数：延３，９２８人
・健康相談
実施回数：５０８回
参加者数：延９６２人

A 健康増進課

妊産婦・新生児訪問指導

妊産婦の健康管理や新生児期の発育・
栄養・環境等について適切な指導を行う
ため、助産師及び保健師が必要に応じて
訪問を行う。（平成9年度～）

妊婦（延べ）40人
新生児・産婦（延べ）840人
予算額：２，８００千円
決算額：８５３千円

妊婦（延べ）７６人
新生児・産婦（延べ）１，０６３人
予算額：２，６００千円
決算額：１，３００千円

・相談者数（延）
健康増進課：２,２２８人（電話相談６０９人を含む）
西部相談室：　 ７５９人
公民館巡回：１,２２３人
・おやこプチ講座
実施回数：５３回
参加人数：１,０２７人
予算額：７,９００千円
決算額：７,２５１千円

A 健康増進課

未熟児訪問指導

未熟児を対象に訪問を行い、保護者の育
児不安の解消を図るとともに、医療との連
携を図りながら適切な支援を行う。（平成
14年度～）

訪問件数：１７３件
予算額：１００千円
決算額：８０千円

訪問件数：１２１件
予算額：１２７千円
決算額：　７０千円

訪問件数：１３５件
予算額：８１千円
決算額：６７千円

A 健康増進課

4か月児健診

生後４か月児に対して、身体発育・運動
発達・栄養状態等を診査し、乳児の健康
の保持及び増進を図るとともに、育児不安
の軽減、虐待の予防を図ることを目的に、
指定の医療機関にて個別健診を実施す
る。（平成9年度～）

受診率
 98.0％

対象者：２，７１５人
受診者数：２，６３４人
予算額：１３，５６４千円
決算額：１３，２２７千円

対象者：２，６８４人
受診者数：２，６０２人
予算額：１３，６７３千円
決算額：１３，０６４千円

対象者：２，６３１人
受診者数：２，５５９人
予算額：１３，２１１千円
決算額：１２，８４９千円 A 健康増進課

1歳7か月児健診

1歳7～８か月児を対象に、医師及び歯科
医師などによる総合的な健康診査を行
い、疾病、障がい、発達の遅れなどを早期
に発見し、適切な指導を行うとともに、生
活習慣の自立、むし歯の予防、栄養、そ
の他育児に関する指導を行い、子どもの
心身の安らかな発達の促進と育児不安の
軽減を図ることを目的に集団健診を実施
する。（昭和53年度～）

実施回数：４５回
対象者数：２，８１２人
受診者数：２，５７８人
予算額：５，７０６千円
決算額：５，５９２千円

実施回数：４５回
対象者数：２，７４６人
受診者数：２，５３１人
予算額：５，７０２千円
決算額：５，５９６千円

実施回数：４５回
対象者数：２，６９３人
受診者数：２，５００人
予算額：５，９８１千円
決算額：５，８６９千円

A 健康増進課

１歳７か月児健診・３歳６
か月児健診後の発達支援
教室(きしゃぽっぽ教室)

健診後（１歳７か月児健診・３歳６か月児
健診）の事後指導の場として開催。遊びや
グループワークを通じて子どもの発達や適
切な関わり方を学び、育児不安の軽減に
つなげることを目的とする。（平成3年度
～）

実施回数　18回
相談者　217組
予算額：４９６千円
決算額：４５８千円

実施回数　　２１回
相談者数：　３０８組
予算額　４９６千円
決算額　２４３千円

実施回数：２１回
相談者数：３００組
予算額：４４７千円
決算額：３３６千円 A 健康増進課

フッ化物塗布

むし歯予防の効果的な手段及びかかりつ
け歯科医を持つきっかけづくりとして、２歳
８か月～３歳０か月児を対象にフッ化物塗
布を実施する。併せて歯科健診、歯みが
き指導も実施する。（昭和42年度～）

実施回数：１２回
塗布者数：７５３人
予算額：８２５千円
決算額：８１１千円

実施回数：１２回
塗布者数：７６１人
予算額：８２１千円
決算額：８００千円

実施回数：１２回
塗布者数：６７９人
予算額：８２１千円
決算額：８０２千円 A 健康増進課

3歳6か月児健診

3歳6～7か月児を対象に、医師及び歯科
医師などによる総合的な健康診査を行
い、発育状態、栄養の良否、疾病、障が
い、発達の遅れなどを早期発見し、適切
な指導を行い、子どもの心身の安らかな
発育発達の促進と育児不安の軽減を図
ることを目的に集団健診を実施する。（平
成9年度～）

実施回数：４５回
対象者数：２，８６６人
受診者数：２，４７４人
予算額：６，３０１千円
決算額：６，１６０千円

実施回数：４５回
対象者数：２，７７７人
受診者数：２，４１３人
予算額：６，３３０千円
決算額：６，１７７千円

実施回数：４５回
対象者数：２，８３５人
受診者数：２，４８８人
予算額：６，６１４千円
決算額：６，５８０千円 A 健康増進課

１２－２
ライフステー
ジに応じた健
康管理の推
進
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基本方向３　人権の尊重と男女共同参画への意識改革

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

４歳６か月児発達相談会
事後指導

４歳６か月児発達相談会後の個別等によ
る日常生活や遊びについての指導を行
う。（平成23年度～）

実施回数　18回
相談者数　19人（実）
　　　　　　　　34人（延べ）

Ｈ２３年度で終了 Ｈ２３年度で終了

Ｂ
23年度で終了

健康増進課

療育指導事業

長期にわたり療育を必要とする児に対し、
相談や訪問、関係機関との調整などを行
い、日常生活における健康の保持増進及
び育児不安の軽減を図る。また、療育
サークルへの支援を行う。（平成14年度
～）

支援対象者数　40人
支援延べ回数　174回
支援サークル数　3
支援回数　　　　36回
予算額：６０千円
決算額：３２千円

支援対象者数　 ５２人
支援延べ回数　１６５人
支援サークル数　３
支援回数　３６回
予算額：５５千円
決算額：３３千円

支援対象者数：４５人
支援延べ回数：２５４人
支援サークル数：３
支援回数：３６回
予算額：４４千円
決算額：３４千円

A 健康増進課

各種健（検）診相談

がん・脳卒中・心臓病などの生活習慣病
予防対策の一環として、これらの疾患の
早期発見、早期治療を目的として健康診
査、胃がん検診、肺がん検診、子宮がん
検診、乳がん検診(マンモグラフィ検診含
む)、大腸がん検診、骨粗しょう症検診、
歯周疾患検診、肝炎ウイルス検査を実施
した。

・健康診査　 　　　　　　　受診者数：      １７２人
・大腸がん検診　　　　　 受診者数：３０，５３５人
・胃がん検診　　　 　　 　受診者数：  ２，７５５人
・肺がん検診　　　　　　  受診者数：  ２，６９２人
・肝炎ウイルス検査　　  受診者数：        １８人
・歯周病疾患検診　　　  受診者数：　１，１６０人
・子宮がん検診　 　　  　受診者数：１３，３４９人
・骨粗鬆症検診　    　　 受診者数：  １，８０９人
・乳がん検診　　  　　　　受診者数：　９，６５３人

・健康診査　 　　　　　　　受診者数：      ２３６人
・大腸がん検診　　　　　 受診者数：３２，３１７人
・胃がん検診　　　 　　 　受診者数：  ２，９４１人
・肺がん検診　　　　　　  受診者数：  ２，９５８人
・肝炎ウイルス検診　　  受診者数：        ２２人
・歯周病疾患検診　　　  受診者数：　１，０５１人
・子宮がん検診　 　　  　受診者数：１３，０３３人
・骨粗鬆症検診　    　　 受診者数：  ２，００６人
・乳がん検診　　  　　　　受診者数：　９，３７７人

・健康診査　 　　　　 　受診者数：　　　２７２人
・大腸がん検診　　　　　受診者数：３３，４３６人
・胃がん検診　　　 　　 受診者数：　２，８３２人
・肺がん検診　　　　　  受診者数：　２，９０６人
・肝炎ウイルス検診　　  受診者数：　　　　３０人
・歯周病疾患検診　　　  受診者数：　１，０４０人
・子宮がん検診　 　　   受診者数：１３，３８２人
・骨粗鬆症検診　    　　受診者数：　１，９８７人
・乳がん検診　　  　　　受診者数：　９，５９１人

A 健康増進課

健康手帳の交付

40歳以上の者を対象として特定健診・保
健指導等の記録、その他健康の保持のた
めに必要な事柄を記載し、自らの健康管
理に役立ててもらうため交付する。（平成
14年度～）

年間
３，０００冊交
付

交付者数２，０５３人
　予算額：２１５千円
　決算額：１９３千円

交付者数２，４９０人
　予算額：１８９千円
　決算額：１９３千円

交付者数：１，８８６人
予算額：１８９千円
決算額：１９７千円 A 健康増進課

訪問指導

生活習慣病の予防･保健･医療･福祉サー
ビスの活用方法に関する相談･調整を実
施する。（平成14年度～）

年間
５０件

訪問指導　延２５人 訪問指導　延４８人 訪問指導：延２５人

A 健康増進課

スポーツ教室・講習会の
開催

市内の９地域で青少年から高齢者を対象
としたスポーツ教室及びスポーツ講習会
を開催する。（平成3年度～）

参加者
1800人

各スポーツ教室の開催回数を5回から3回に変更
し、気軽に参加・体験できるようにした。
9教室・9講習会
参加者数：795人
予算額：405千円
決算額：405千円

平成２４年度は、地域以外の方との交流を図る講習
会を実施した。９教室・１講習会
参加者数：７０７人
予算額：３１５千円
決算額３１５千円

平成２５年度は、地域以外の方との交流を図る講習会
を実施した。
９教室・１講習会
参加者数：７９３人
予算額：２８３千円　　決算額２８３千円

Ａ スポーツ振興課

結核対策推進事業

感染症の予防及び感染症の患者に対す
る医療に関する法律に基づき、６５才以上
の市民を対象に結核住民検診を実施す
る。また、結核予防のための普及啓発事
業を実施する。（平成14年度～）

・結核住民健診　　116名
場所：奈良市総合検査センター
実施日：毎月第３月曜日

・結核予防週間キャンペーン
パネル展示等
場所：奈良市役所、奈良市保健所教育総合セン
ター
パンフレット配布　500部

・研修会
①高齢者施設研修会　参加者５５名
場所：奈良市総合医療センター
②医師研修会　　参加者１０２名
場所：奈良県医師会館等

・結核住民健診　毎月第３土曜日：176名

・結核予防週間キャンペーン　①パネル展示等場
所：奈良市役所、奈良市保健所教育総合センター②
パンフレット配布　医療機関、高齢者施設、学校、市
民等5540部

・結核研修会①奈良市老人福祉施設連絡協議会
19名②医師研修会　115名　③市内医療機関から
の依頼による研修会　医師・看護師等20名

・結核住民健診　毎月第３土曜日：152名

・結核予防週間キャンペーン　①パネル展示等場所：
奈良市役所、奈良市保健所教育総合センター②パン
フレット配布　医療機関、高齢者施設、学校、市民等
約５２００部

・結核研修会①奈良市老人福祉施設連絡協議会
約２０名②医師研修会　１２３名

A 保健予防課

地域における健康づくり教
室  （母子保健）

正しい生活習慣の確立など健康づくりに関
する健康教育を行う。

実施回数　4回
参加者数　102人

Ｈ２３年度で終了 Ｈ２３年度で終了
Ｂ

23年度で終了
健康増進課

すくすく相談

乳幼児の心の発達についての相談に応じ
ることにより、子どもの心身の安らかな発達
の促進と育児不安の軽減を図る。（平成
10年度～）

相談者数：23人 相談者数：２９人 相談者数：１２人

Ａ 健康増進課

１２－２
ライフステー
ジに応じた健
康管理の推
進

１２－３
健康作りに関
する情報提
供と相談窓
口の充実
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基本方向３　人権の尊重と男女共同参画への意識改革

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

5か月児離乳食教室（ぱく
ぱく教室）
10か月児むし歯予防・育
児の教室（きらきら教室）

5か月児とその保護者を対象に離乳食教
室（ぱくぱく教室）で離乳食・子どもの成長・
子育て等について講義、10か月児とその
保護者を対象にむし歯予防・育児の教室
（きらきら教室）で歯の手入れ・発達・生活
リズム等の講義と実習を行うことで、発育・
発達の支援を行う。（平成20年度～）

平成２０年度より実施
実施回数・参加者数
5ヶ月児ぱくぱく教室　　24回・850組
10ヶ月児きらきら教室　　 24回・741組
予算額：５７千円
決算額：１５千円

実施回数・参加人数（組）
５か月児 ぱくぱく教室　　２４回・８６７組
１０か月児きらきら教室　 ２４回・７７３組
予算額　５６千円
決算額　１５千円

５か月児 ぱくぱく教室
実施回数：２４回
参加者数：８２０組
１０か月児 きらきら教室
実施回数：２４回
参加者数：７８９組
予算額：２０６千円
決算額：１８９千円

Ａ 健康増進課

発達相談

健診後（1歳7か月児健診、3歳6か月児
健診）、精神発達面、言語面において事
後指導の必要な幼児に対し、心理判定員
が発達検査を行い、早期に適切な相談を
行うとともに、必要に応じて医療、療育に
つなげ、発達を援助するために実施する。
（昭和62年度～）

相談数：336人 相談数：３５７人 相談者数：２９６人

Ａ 健康増進課

保育園歯科指導

乳歯のむし歯予防と健全な永久歯の発育
をめざし、保育園児及び保護者を対象に
歯科指導実施する。

実施回数：２２回 実施回数：２１回 実施回数：２１回

Ａ 健康増進課

歯っぴい教室

2歳児とその保護者を対象に、むし歯予防
のために歯科保健の知識・技術の習得と
望ましい生活習慣について学ぶ機会とす
るために行う。（平成9年度～）

実施回数：３回
参加者数：98人
予算額：１９４千円
決算額：１６２千円

H２３年度で終了 H２３年度で終了

Ｂ
23年度で終了

健康増進課

食生活改善推進員養成
講座

「自らの健康は自らの手で守る」という意識
を高め、それを食生活の改善を通じて実
践できる住民を養成する。（平成14年度
～）

会員数150人

実施（隔年開催）
実施回数　8回
受講者数40名　／修了者数35名

未実施（隔年開催） 未実施（隔年開催）

Ａ 健康増進課

地域における健康教育･健
康相談

公民館等の地域で、中高年に対する生活
習慣病予防のための健康教育・健康相談
を行う。

健康教育　年
間延べ3,500
人
健康相談延
べ500人

・健康教育
  実施回数：８５回
  参加者数：延３，１９４人
・健康相談
  実施回数：２３７回
  参加者数：延４４７人

・健康教育
  実施回数：124回
  参加者数：延4，508人
・健康相談
  実施回数：564回
  参加者数：延1 ,269人

・健康教育
実施回数：１３２回
参加者数：延３，９２８人
・健康相談
実施回数：５０８回
参加者数：延９６２人

Ａ 健康増進課

妊産婦・乳幼児健康相談

妊婦の妊娠中の不安や心配事及び乳幼
児を持つ保護者の子育てに関する心配
事などについて、保健師・助産師等が、保
健所や西部会館及び公民館等を巡回し、
相談に応じる。（平成21年度～）

・相談者数（延）
健康増進課　783人
西部相談室　598人
公民館等巡回相談　1383人
予算額：１０，５００千円
決算額：６，３７３千円

・相談者数（延）
健康増進課：１,１２５人
西部相談室：　 ７９５人
公民館巡回：１,２６３人
・おやこプチ講座　実施回数　２９回・参加人数　５５
０人
予算額　８,５００千円
決算額　４,５７６千円

・相談者数（延）
健康増進課：２,２２８人（電話相談６０９人を含む）
西部相談室：　 ７５９人
公民館巡回：１,２２３人
・おやこプチ講座
実施回数：５３回
参加人数：１,０２７人
予算額：７,９００千円
決算額：７,２５１千円

Ａ 健康増進課

生活管理指導員派遣事
業

生活管理指導員が調理等の指導・支援
を行うことにより、基本的生活習慣の確立
と要支援状態への進行を予防する。

延派遣世帯数    　　　  ８１８世帯
派遣時間　  　　  　　２，６００時間
委託料　   　　５，７５０，６８３円

延派遣世帯数    　　　  ５１３世帯
派遣時間　  　　  　１，９３７.5時間
委託料　   　　   ４，２５９，９３７円

延派遣世帯数    　　　 　 ４００世帯
派遣時間　  　　 　     １，３５９時間
委託料　   　　     ３，０２７，６７０円 Ａ

介護福祉課
（平成24年度より
長寿福祉課）

生活管理指導短期宿泊
事業

介護認定で「自立」判定相当の人を一時
的に養護して生活習慣の指導・管理を行
い、要支援状態への進行を予防する。

利用人数　　　　 　 　　　　　４人
利用延日数　　　　 　　　　２７日
委託料　　　　　　　 ９５，３８０円

利用人数　　　　 　 　　　　　６人
利用延日数　　　　 　　　　８５日
委託料　　　　　　　２９１，４６０円

利用人数　　　　 　 　　　　　７人
利用延日数　　　　 　　  　　５８日
委託料　　　　　　   ２３１，９００円 Ａ

介護福祉課
（平成24年度より
長寿福祉課）

在宅要介護者紙おむつ等
支給事業

要介護度が４～５で、施設に入っていない
方を対象とし、本人及び同居者全員が市
民税所得割非課税の方に、紙おむつ等を
支給する。

支給実人数　 　　　　　　 ２４６人
年間経費　　 　７，３３３，６８８円

支給実人数　 　　　　　　 ２０５人
年間経費　　 　６，９５８，５７１円

支給実人数　 　　　　　　 ２１２人
年間経費　　   ６，５３５，８５６円

Ａ
介護福祉課
（平成24年度より
長寿福祉課）

配食サービス事業

施設に入っていない６５歳以上の単身世
帯などで、本人だけでは調理が困難で低
栄養のおそれのある人を対象に、昼食の
配達と安否の確認を行う。

配食数　　　　　　　　１５３，５０６食
月平均利用者　　　　 　　　８７９人
委託料　　　　　５３，７２７，１００円

配食数　　　　　　　　１２０，２３２食
月平均利用者　　　　 　　　６８８人
委託料　　　　　４２，０８１，２００円

配食数　　　　　　　　　９９，５６８食
月平均利用者　　　　 　　　５７２人
委託料　　　　　３４，８４８，８００円 Ａ

介護福祉課
（平成24年度より
長寿福祉課）

１２－３
健康作りに関
する情報提
供と相談窓
口の充実

１２－４
男女共同参
画の視点に
立った高齢
者等の福祉
の充実
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基本方向３　人権の尊重と男女共同参画への意識改革

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

訪問理美容サービス事業

施設に入っていない６５歳以上で、傷病等
のために理美容所に出向くことが困難な
人の居宅に理美容師が訪問し調髪する。

実績　　　　　　 　　　  　１，６２５回
委託料　　　　　　４，０６２，５００円

実績　　　　　　 　　　  　１，３８０回
委託料　　　　　　３，４５０，０００円

実績　　　　　　 　　　  　１，２３５回
委託料　　　　　　３，０８７，５００円

Ａ
介護福祉課
（平成24年度より
長寿福祉課）

日常生活保安用具給付
事業

施設に入っていない６５歳以上の単身世
帯で、認知症等のために防火の配慮が必
要な人に、電磁調理器等を給付する。

電磁調理器　　　　　　４台　　　　　３８，６４０円
自動消火器　　　　　　２台　　　　　４２，０００円

電磁調理器　　　　　　３台　　　　　２８，０３５円 電磁調理器　　　　　　４台　　　　３７，３８０円

Ａ
介護福祉課
（平成24年度より
長寿福祉課）

緊急時在宅高齢者支援
事業

高齢者が日常生活において身体的な緊
急事態が生じたとき、速やかに安全を確
保できるよう受信センターを通じて協力員
に通報し安否を確認する。

設置台数　　　　　　　　　 ５０４台
委託料　　　　　６，５５９，２２５円

設置台数　　　　　　　　　 ４５４台
委託料　　　　　６，０６４，３００円

設置台数　　　　　　　　　 ４３２台
委託料　　　　　５，６９８，１６１円

Ａ
介護福祉課
（平成24年度より
長寿福祉課）

万年青年クラブ活動の支
援・育成

老後の生活を健全で豊かなものにするた
め、教養の向上､健康の増進､社会奉仕
活動を行うべく結成された老人クラブの活
動を支援し､クラブの健全な発展を期す
る。（昭和38年～）

予算額：26,800千円
決算額：24,902千円

連合会１、地区連合会37、単位クラブ336

予算額：23,730千円
決算額：22,702千円

市連合会1クラブ、地区連合会32クラブ、単位クラブ
323クラブに補助金を交付した。

予算額：25,451千円
決算額：24,112千円

市連合会1クラブ、地区連合会33クラブ、単位クラブ
308クラブに補助金を交付した。

Ａ 長寿福祉課

長寿お祝い事業

高齢者の長寿を祝福し、高齢者が生きが
いと希望をもって明るい生活を送れるよう
激励する。
・歳末一人暮らし慰問事業　（昭和５５年
～）
・はり・マッサージ事業　（昭和４４年～）
・百歳誕生祝事業　（昭和５４年～）

予算額：2,878千円
決算額：2,979千円
はり・マッサージ事業…年２回、延べ108名
百歳誕生日祝事業…69名

予算額：2,910千円
決算額：2,875千円

はり・マッサージ事業…1回実施、延べ52名
百歳誕生祝事業…87名
※はり・マッサージ事業は平成２４年度で終了

予算額：2,799千円
決算額：2,840千円

百歳誕生祝事業…76名
Ａ※ 長寿福祉課

老春手帳優遇措置

７０歳以上の高齢者に「老春手帳」を交付
し、市内バス優待乗車、市内文化財・博
物館等の無料入場その他の優遇措置を
実施することにより、高齢者の社会的活動
範囲を広げるとともに、教養の向上に寄与
し、持って高齢者の福祉の増進を図る。
（昭和４５年～）

予算額：376,532千円
決算額：350,700千円

市内寺社・文化施設の無料・割引入場19箇所

予算額：359,300千円
決算額：350,190千円

老春手帳優待乗車証は、交付者数47,694人に対し
て25,685人の高齢者が利用した。

予算額：378,200千円
決算額：375,878千円

老春手帳優待乗車証は、交付者数50,885人に対し
て26,192人の高齢者が利用した。

Ａ 長寿福祉課

老人福祉センターの充実

老人に対し各種の相談に応じるとともに、
健康の増進、教養の向上およびレクリェー
ションのための便宜を総合的に供与し､老
人福祉の増進を図る。（昭和４３年～）

予算額：140,259千円
決算額：131,692千円

予算額：129,933千円
決算額：124,506千円

年間利用者数（4センター合計）181,417人

予算額：130,006千円
決算額：127,670千円

年間利用者数（4センター合計）176,557人
Ａ 長寿福祉課

老人憩の家の活用

健康の増進及び交流の場として、地域に
密着し、気軽に使える老人憩いの家の活
用を図る。（昭和４７年～）

予算額：8,905千円
決算額：8,266千円

予算額：8,000千円
決算額：7,874千円

予算額：7,940千円
決算額：7,825千円

Ａ 長寿福祉課

シルバー人材センター補
助事業

シルバー人材センターに対し事業補助を
行うことにより、事業内容等の拡充や高齢
者の就業機会の拡大を図る。

登録会員数：女性　　　　　５８８名
　　　　　　　　 男性　　　１，４６８名

登録会員数　：　女性　　　６２０名
　　　　　　　　　　 男性　１，５２３名

登録会員数　：　女性　　　６０８名
　　　　　　　　　　 男性　１，４２１名 Ａ 商工労政課

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

人権尊重に係る啓発事業
の実施

女性の問題を含む様々な人権問題の理
解を進めるための事業を実施する。

女性の問題を含む様々な人権問題の解決を図るた
め、啓発事業を実施した。
　「人権を確かめあう日」記念集会　参加者数 251
人
　「人権ふれあいのつどい」　参加者数 256人
　「人権絵手紙コンテスト」　応募点数 288点
　「ハートフルシアター」　参加者数 146人
　人権市民講演会　参加者数 98人
　しみんだより「虹のひろば」に女性の人権問題に
　関する啓発記事掲載　１回

女性の問題を含む様々な人権問題の解決を図るた
め、啓発事業を実施した。
「人権を確かめあう日」記念集会　参加者数：300人
「人権ふれあいのつどい」　参加者数：161人
「ハートフルシアター」　参加者数：123人
人権市民講演会　参加者数：295人
※「原爆と戦争展－長崎の記録－」　参加者数：749
人
しみんだより「虹のひろば」に、女性の人権問題に関
する啓発記事を１回掲載した。

女性の問題を含む様々な人権問題の解決を図るた
め、啓発事業を実施した。
「人権を確かめあう日」記念集会　参加者数：１７６人
「人権ふれあいのつどい」　参加者数：１６５人
「ハートフルシアター」　参加者数：１００人
人権市民講演会　参加者数：３２９人
人権啓発パネルの展示で、女性の人権問題に関する
展示を１回開催した。

Ａ

※のみB
（24年度で終

了）

人権政策課

１２－４
男女共同参
画の視点に
立った高齢
者等の福祉
の充実

主要課題１３　男女共同参画を目指す意識変革の促進・浸透

１３－１
固定的な性
別役割分担
意識をなくす
世論の醸成・
浸透
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基本方向３　人権の尊重と男女共同参画への意識改革

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年度
目標数値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

図書・視聴覚教材の整備
及び活用

女性の人権問題に関する図書・資料・視
聴覚教材の整備及び活用を図る。

所蔵図書（女性の人権問題）　９０冊
所蔵ビデオ（女性の人権問題）　１５本

所蔵図書（女性の人権問題）　９０冊
所蔵ビデオ（女性の人権問題）　１５本

所蔵図書（女性の人権問題）：９０冊
所蔵ビデオ（女性の人権問題）：１５本

Ａ 人権政策課

図書の整備及び活用

男女共同参画社会作りのための啓発図
書を充実し貸し出しを行う。

婦人・女性史・男女同権　794冊 婦人・女性史・男女同権　809冊 婦人・女性史・男女同権　　　865冊

A 男女共同参画課

男女共同参画に関する市
民意識調査

男女共同参画に関する市民意識調査を
定期的に実施し、調査結果を今後の政策
に活かす。

平成21年7月に実施。（５年毎に調査する予定） 平成21年7月に実施。
平成24年度は実施せず

平成２１年７月に実施。
平成２５年度は実施せず

A 男女共同参画課

男女共同参画情報誌の
発行

男女共同参画についての正しい理解と認
識を深めるため、情報誌「和音・なら」の発
行により、時代の変化に即した情報を提供
する。

男女共同参画情報誌「和音・なら」発行
5,000部×１回

男女共同参画情報誌「和音・なら」発行
5,000部×１回

男女共同参画情報誌「和音・なら」発行
3,000部×1回

A 男女共同参画課

講座・講演会等の開催

性別役割分担意識を始めとする固定的な
性差感の解消と男女平等意識の定着に
向けた講座・講演会等を開催する。

女性輝き講演会
（実施日：2月12日　演題：女性達の思いを映画に
託して　講師：松井久子氏　延べ参加者：67名）

かがやき講演会
（実施日：平成25年2月23日　演題：「前向きにまるく
考える」　講師：落語家　林家花丸氏　参加者：38
名）

お天気キャスター正木明さんに聞いてみよう「楽しい
イクメン生活のコツ」
※台風接近のため、中止

２講座
・夏休み！父子で楽しくクッキング（全1回　参加者10
組）
・イチから始める男メシ！男の料理教室（全3回　延
べ参加者54名）

シンポジウム``イマドキ家族``の子育て～笑ろてるパパ
ママがええやん～
（実施日：平成２６年２月２日　講師：北京五輪メダリス
ト　朝原宣治他２名、参加者：８６名）
２講座
・夏休みの思い出に☆父子（おやこ）クッキング（全１
回、参加者１組）
・男の料理教室（全３回、　延べ参加者７９名）

A 男女共同参画課

人権啓発事業の実施

女性の問題を含む人権問題に対する理
解を深めるための啓発事業を実施する。

各人権文化センターにおいて人権啓発事業を実施
した。
・北、中、東：「差別をなくす強調月間　３センター合
同事業」　参加者数 132人
・南：「差別をなくす　杏・人権を考える集い」　参加
者数 99人

　
　

各人権文化センターにおいて、人権啓発事業を実施
した。
・北：　センターだよりを12回発行した。
・中：　「佐保ふれあいシアター」映画会　参加者数
15人
・東：識字教室　他　参加者数2,630人
・南：「差別をなくす　杏・人権を考える集い」　参加者
数98人

各人権文化センターにおいて、人権啓発事業を実施
した。
・北：センターだよりの発行　12回
・中：「佐保ふれあいシアター」映画会　参加者数13人
・東：識字教室　他　参加者数2,256人
・南：「差別をなくす　杏・人権を考える集い」　参加者
数105人

Ａ 人権文化センター

女性の人権尊重の更なる
啓発

古くから伝わる伝統文化の慣習や偏見を
ジェンダーにとらわれない視点でみつめ、
女性の人権尊重の意識作りを図る。

女性輝き講演会
（実施日：2月12日　演題：女性達の思いを映画に
託して　講師：松井久子氏　延べ参加者：67名）

あすなら市民講座
・地婦連「メディアと女性」（開催日：12月4日　講師：
ＮＨＫ奈良放送局長　泉谷　八千代氏　参加者：72
名）

あすなら市民講座
・地域婦人団体連絡協議会「平和と女性」（開催日：
12月3日、講師：歌手・講談師　川本　三栄子、　参加
者　76名）
・奈良市国際婦人交流協会「台湾女性とジェンダー」
（開催日：9月28日、講師：奈良女子大学　野村　鮎
子氏、参加者：25名）

A 男女共同参画課

男女共同参画情報誌の
発行（再掲）

男女共同参画についての正しい理解と認
識を深めるため、情報誌「和音・なら」の発
行により、時代の変化に即した情報を提供
する。

男女共同参画情報誌「和音・なら」発行
5,000部×１回

男女共同参画情報誌「和音・なら」発行
5,000部×１回

男女共同参画情報誌「和音・なら」発行
3,000部×1回

A 男女共同参画課

１３－１
固定的な性
別役割分担
意識をなくす
世論の醸成・
浸透

１３－２
男女共同参
画の視点か
らの慣習・し
きたりの見直
し
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基本方向４　女性施策推進のための環境の整備・充実

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年
度目標数
値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

１４－１
奈良市男女
共同参画推
進庁内連絡
会議の充実

男女共同参画推進審議会
及び男女共同参画推進庁
内連絡会議の開催

奈良市男女共同参画推進審議会及び
庁内連絡会議を充実し、全庁的に男女
共同参画社会の実現に取り組む。

・男女共同参画推進審議会（7月７日開催　１２名出
席）
　（１）正副会長の選出について
　（２）男女共同参画計画について
　（３）その他（平成２２年度奈良市男女共同参画セ
ンター概要等について）
・DV対策庁内連絡会議（3月２６日開催　名出席）
　（１）ＤＶ対策及び被害者支援基本計画実施計画
について
　（２）その他

男女共同参画推進審議会（10月29日開催）
DV対策庁内連絡会議（11月26日開催）

奈良市男女共同参画推進審議会（6月26日開催）
奈良市DV対策庁内連絡会議（12月24日開催）

A 男女共同参画課

１４－２
男女共同参
画計画実施
計画の進捗
状況調査の
実施

男女共同参画計画実施計
画進捗状況調査

定期的に男女共同参画計画実施計画の
進捗状況を調査し、効果的な計画の遂
行を図る。

奈良市男女共同参画計画実施計画進捗状況調査
（６月１３日庁内担当課２９課へ照会）

奈良市男女共同参画計画実施計画進捗状況調査
（7月21日庁内担当課へ照会）

奈良市男女共同参画計画実施計画進捗状況調査（7
月10日庁内担当課へ照会）

A 男女共同参画課

１４－３
職員研修の
充実

職員研修の実施

職員を対象に、研修や講演会を実施す
る。

職員向けＤＶ研修（3回実施　参加者438名）
　・第１回　平成２３年７月２１日
　・第２回　平成２３年１０月３日
　・第３回　平成２４年２月２日

職員向けＤＶ研修（４回） 参加者　772名 職員向けDV研修（２回、　参加者　381名）

A 男女共同参画課

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年
度目標数
値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

男女共同参画関連資料収
集整備

男女共同参画に関する図書・資料を整
備し活用する。

婦人・女性史・男女同権　　　794冊 婦人・女性史・男女同権　　　809冊 婦人・女性史・男女同権　８６５冊
A 男女共同参画課

男女共同参画を推進するた
めの研修会への派遣

男女共同参画社会実現をめざした研修
会等に関係職員を参加させる。

・日本女性会議（松江市　平成２３年１０月１４～１５日　２
名）
・全国都市会議（姫路市　平成２３年１１月１７～１８日　２
名）
・市町村男女共同参画女性行政担当課長会議
　（橿原市　平成２３年８月４日　１名）
・市町村男女共同参画行政担当職員研修会
　（橿原市　平成２４年２月９日　１名）

日本女性会議（仙台市）
全国都市会議（金沢市）
市町村男女共同参画女性行政担当課長会議（橿原
市）

日本女性会議（阿南市）
市町村男女共同参画女性行政担当課長会議（橿原
市）

A 男女共同参画課

男女共同参画に関する市民
意識調査（再掲）

男女共同参画に関する市民意識調査を
定期的に実施し、調査結果を今後の政
策に活かす。

平成21年7月に実施。
平成23年度は実施せず（５年ごと実施予定）

平成21年7月に実施。
平成24年度は実施せず

平成２１年７月に実施。
平成２５年度は実施せず

A 男女共同参画課

市町村男女共同参画推進
連絡協議会

県下の市町村が県と連携し、男女共同参
画行政の円滑かつ効果的な施策の推進
を図る。

奈良県市町村男女共同参画推進連絡協議会
総会（葛城市）
役員会（橿原市）
視察研修（京都市）
※課より各会１名出席

奈良県市町村男女共同参画推進連絡協議会
総会（宇陀市）

奈良県市町村男女共同参画推進連絡協議会総会
（奈良市）あすならにて開催

A 男女共同参画課

女性問題関連資料収集整
理

女性問題に関する図書・資料を整備す
る。

・事業の推進にかかる書籍・資料を整備し、日本十
進分類法により区分し配架した。
　[ 家庭・性問題など分類番号：３６７ ]
　　中央図書館　　1,161冊
　　西部図書館　　  762冊
　　北部図書館　　　536冊

　（※内）婦人、女性史、男女同権など分類番号：３
６７・２は
　　中央図書館　　　358冊
　　西部図書館　　　244冊
　　北部図書館　　　121冊

・事業の推進にかかる書籍・資料を整備し、日
本十進分類法により区分し配架した。
　[ 家庭・性問題など分類番号：３６７ ]
　　中央図書館　　1,179冊
　　西部図書館　　  771冊
　　北部図書館　　　560冊

　（※内）婦人、女性史、男女同権など分類番
号：３６７・２は
　　中央図書館　　　360冊
　　西部図書館　　　244冊
　　北部図書館　　　124冊

・事業の推進にかかる書籍・資料を整備し、日本十進
分類法により区分し配架した。
［家庭・性問題など分類番号：３６７］
　　中央図書館　　1,193冊
　　西部図書館　　765冊
　　北部図書館　　559冊

　（※内）婦人、女性史、男女同権など分類番号：３６
７．２は
　　中央図書館　　358冊
　　西部図書館　　244冊
　　北部図書館　　122冊

Ａ
中央・西部・北部
図書館

１５－１
調査・研究・
情報収集・提
供の充実

主要課題１４　庁内推進体制の整備・充実

主要課題１５　地域における環境整備
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基本方向４　女性施策推進のための環境の整備・充実

施策の方向 事業名 事業内容
平成27年
度目標数
値

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
今後の方向性
Ａ　継続実施
Ｂ　〇年度で終了

担当課

総合型地域スポーツクラブ
の結成と育成

日常生活の中で生涯にわたりスポーツに
親しみ、連帯感を深め、健康で明るい生
活が送れるよう、地域スポーツクラブや、
住民の誰もが参加できる総合型スポーツ
クラブ結成促進や育成を行う。

活動中の地域スポーツクラブの中から平成23年度
に、1団体が総合型スポーツクラブの結成を行った。
予算額：１,２６０千円
決算額：１,２６０千円

平成２４年度は、１４団体が地域でのスポーツ大会等
を通して、地域スポーツの振興に努めた。
予算額：１２６千円
決算額：１２６千円

平成２５年度は、１３団体が地域でのスポーツ大会等を
通して、地域スポーツの振興に努めた。
予算額：１，０８０千円
決算額：１，０２０千円

Ａ スポーツ振興課

文化祭・人権フェスタの開催

人権尊重の精神の普及を図る。 各人権文化センターにおいて、文化祭・人権フェスタ
を開催した。
・北：「2011年人権文化フェスタ」　参加者数348人
・中：「佐保ふれあいフェスタ」　参加者数98人
・東：「ふれあい人権フェスタ」　参加者数2,000人
　　　「スポーツ交流会」　　参加者数120人
　　　「こころあったかコンサート」参加者数200人
・南：「杏中文化祭」　参加者数777人

各人権文化センターにおいて、文化祭・人権フェスタ
を開催した。
・北：「2012年人権文化フェスタ」　参加者数435人
・中：「佐保ふれあいフェスタ」　参加者数185人
・東：「ふれあい人権フェスタ」　参加者数1,600人
　　　「スポーツ交流会」　参加者数120人
　　　「こころあったかコンサート」　参加者数200人
・南：「杏中文化祭」　参加者数790人

各人権文化センターにおいて、文化祭・人権フェスタを
開催した。
・北：「2013年人権文化フェスタ」　参加者数474人
・中：「佐保ふれあいフェスタ」　参加者数150人
・東：「ふれあい人権フェスタ」　参加者数1,600人
　　　「スポーツ交流会」　参加者数110人
　　　「こころあったかコンサート」　参加者数200人
・南：「杏中文化祭」　参加者数531人

Ａ
人権文化セン
ター

市民共催事業の開催

市民グループが企画・立案した講座を市
と協働で開催する。

あすなら市民講座
・地婦連「いくつになっても輝こう！」
開催日　11月21日
講師　辻イト子氏
参加者　145名
・女性ボランティア協会「日本書紀にみる男女の愛と
葛藤」
開催日　①平成24年1月25日②平成24年2月8日
講師　宮岡薫氏
参加者　①35名②34名
・なら女性ネットワーク「孫育てに上手に関わるコツ」
開催日　平成24年1月26日
講師　津村薫氏
参加者　31名
・国際ソロプチミストまほろば「絵本といやしのひとと
き」
開催日　①12月7日②平成24年2月15日
参加者　①11名②13名

あすなら市民講座
・地婦連「メディアと女性」
開催日　12月4日
講師　ＮＨＫ奈良放送局長　泉谷　八千代氏
参加者　72名
・女性ボランティア協会「日本書紀にみる男女の愛と
葛藤１」
開催日　①平成24年9月26日②平成24年10月10
日
講師　宮岡薫氏
参加者　①38名②27名
・女性ボランティア協会「日本書紀にみる男女の愛と
葛藤２」
開催日　①平成25年1月30日②平成25年2月13日
講師　宮岡薫氏
参加者　①51名②42名
・なら女性ネットワーク「世界で一冊手作り絵本セミ
ナー」
開催日　平成25年3月9日
講師　山岸　清太郎氏
参加者　11組（26名）

あすなら市民講座
・地婦連「平和と女性」
開催日　平成25年12月3日
講師　歌手・講談師　川本　三栄子氏
参加者　７６名
・女性ボランティア交流協会「日本書紀にみる男女の愛
と葛藤」
開催日　①平成２５年１０月１７日②平成２５年１１月２
１日
講師　宮岡薫氏
参加者　①４９名　②４９名
・女性ボランティア協会「日本書紀にみる男女の愛と葛
藤の道を歩く」
開催日　平成25年５月２３日
講師　宮岡薫氏
参加者　１８名
・奈良市国際婦人交流協会「台湾女性とジェンダー」
開催日　平成25年９月２８日
講師　奈良女子大学　野村　鮎子氏
参加者　２５名
・奈良市あすなら起業の会やまとなでしこ「願いを叶える
脳の作り方」
開催日　平成25年１０月２６日
講師　脳力研究家　浦谷　裕樹氏
参加者　５５名

A 男女共同参画課

託児付講座の開催

講座・講演会等に子育て期の女性が参
加できるよう託児を行う。

主催・共催事業において託児を行った。
８講座　託児利用者延べ５３名

主催・共催事業において託児を行った。
20講座　託児利用者延べ６５名

主催・共催事業において託児を行った。
１７講座　延べ託児者数１４２名 A 男女共同参画課

市民参画の環境づくり
男女共同参画についての理解を深めるた
め、多様な事業を実施する。

女性問題相談事業、各種講座（１４講座）、講演会
（２講演会）、あすなら市民講座（４講座）等を実施

女性問題相談事業、各種講座、講演会、あすなら市
民講座等を実施

女性問題相談事業、各種講座、講演会、あすなら市民
講座等を実施 A 男女共同参画課

児童館事業の充実

身近な子育て支援の拠点施設として市
民参画のもとに、より開かれた児童館をめ
ざす。

運営方法
や事業内
容等を見
直し、子育
て支援の
拠点として
の充実を
図ります。

利用者数
古市児童館：8,005人
横井児童館：8,790人
東之阪児童館：15,381人
大宮児童館：9,498人

利用者数
古市児童館：9,681人
横井児童館：10,159人
東之阪児童館：17,057人
大宮児童館：9,442人

利用者数
古市児童館：9,240人
横井児童館：9,032人
東之阪児童館：12,237人
大宮児童館：8,062人 A 子ども育成課

地域に開かれた幼稚園づくり
の推進

地域の仲間とふれあう機会が少なくなっ
ている幼児や子育てに孤立感・不安感を
抱えている保護者のために、園庭・園舎
の開放や未就園児の親子登園を実施す
る。

全園とも、
月２回以上
実施

・全園で実施。（各園の実態に応じた内容で実施）
・未就園児保育実施（月１回～約月８回【週２回】）で
は、親子登園の保育とともに、未就園児の保護者の
悩み相談の実施

・全園で実施。（各園の実態に応じた内容で実施）
・未就園児保育実施（月１回～約月８回【週２回】）で
は、親子登園の保育とともに、未就園児の保護者の
悩み相談の実施

・全園で実施（各園の実態に応じた内容で実施
・未就園児保育実施（月１回～約月８回【週２回】）で
は、親子登園の保育とともに、未就園児の保護者の悩
み相談の実施 Ａ

学校教育課
（平成２５年よりこ
ども園推進課）

１５－２
市民参画の
ための体制
の整備
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